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第５章 交流推進の背景
１. 韓国資料の収集 (桃山学院大学)
伊代田 光彦
(1) 資料収集の必要性
1981年12月, 桃山学院大学と韓国啓明大学校との間で ｢学術, 教育, 文化交流協定｣ が締
結された｡ これを受けて, 両大学間に共同研究会が発足した｡ 共同研究を実のある形で推進
するに当たって, 交換教授制度の導入と両国の資料充実 (とりわけ統計資料) が必要とされ
た｡ 交換教授制度の強い要望は, 協定締結以前から, 啓明大学校にあった｡ 第３回 (1983年
12月) から第６回までの協議会議事録にもこの点が記載されている (『総合研究所ニュース』,
No. 17, 1981.12, 伊代田)｡ それは韓国からの研究者の来日, および資料収集が困難な状況
を反映していた｡ 研究者の来日については, 交換研究員 (1992年度より実施) という形で対
応がなされた｡ 両大学間では, 資料交換, 資料提供, コピー便宜などの形で対応することと
した (｢資料交換約定書｣ を1982年３月に締結)｡
桃山学院大学では, 戦後日本の統計等の社会科学基本資料はかなり整っており, 本大学に
所蔵されていない場合, 図書館相互利用システムによって, 不便ながらも必要は一応満たさ
れる状況にあった｡ しかし, 当時, 本学では韓国資料, 特に統計資料はほとんど所蔵されて
いなかった｡ 関東では (アジア経済研究所, 国立国会図書館, 早稲田大学, 慶應義塾大学,
東京大学などの) 図書館, 資料室が中心となって, 韓国資料の相互利用を促進するためにユ
ニオン・カタログの作成が進められていた (『総合研究所ニュース』, No. 41, 1987.5, ｢韓国
資料収集の概要書｣ 参照)｡ しかし, 関西ではそのような体制がないので, 共同研究および
日韓比較研究は資料面からも困難であった｡
以上のような状況のもとでは, 実質的な意味での共同研究体制の推進は困難であった｡ 桃
大総合研究所では, 1986年度より, 研究所の資料および国際学術交流部門にそのための予算
を確保し, 国際学術セミナーをサポートする努力を始めた｡ 当面のサポートに資するために,
1986年の共同研究プロジェクト制度のなかに, ｢日韓比較｣ を発足させた (『総合研究所ニュー
ス』, No. 36, 1986.5, 伊代田)｡ その活動内容についてはすでに第４章 (1) 131～132頁で述
べている｡
(2) 総合研究所の収集活動
1985年12月, 伊代田光彦総合研究所所長と海道ノブチカ国際交流担当委員は, 大邱の啓明
大学校における第６回共同研究会の終了後, ソウルに出かけ, 政府刊行物を中心に資料収集
を行なった｡ 続いて, 1986年３月, 伊代田と海道は, 国際交流基金, アジア経済研究所およ
び経団連図書館を訪問し, 今後の韓国資料収集のためのヒアリングを行なった｡ いずれの機
関からも好意的な対応を受け, 貴重な情報を得ることができた｡
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なかでも, アジア経済研究所図書資料部収集課長の花房征夫氏からは, 収集すべき韓国の
統計・資料について詳細なご教示を得た｡ そこで日本の経済団体連合会 (経団連と略称) と
韓国全国経済人連合会 (全経連と略称) に関わる情報を得たことが, その後の韓国資料収集
への弾みとなった｡ その場でアポイントを取り, 続いて経団連図書館を訪問し, 末吉哲郎図
書館長から, 経団連と全経連との間での資料交換について話を伺った｡ 1985年, 経済協力促
進のために, 経団連より全経連に約5,000冊の社史等を含む図書が送られ, 韓国で展示会が
開かれたが, 韓国側の関心はかなり高かったという｡ その図書の選定は花房氏が中心で行わ
れた｡ その返礼として, 日本へは主として英文の資料が選定され, 寄贈されることになって
いるという (『総合研究所ニュース』, No. 36, 1986.5, 海道ノブチカ稿)｡
先に第４章 (1) で述べたところであるが, 桃山・啓明両大学間の共同研究を促進するた
めに, 共同研究プロジェクト ｢日韓比較｣ が, 総合研究所長 (伊代田) を代表者として1986
年度に発足した｡ その目的は以下の点にあった｡ 国際学術セミナー充実のために, 桃山側発
表者の研究会を開催する一方, 他方で啓明大学校からの若手研究者の来日をサポートし, 研
究会を開催し, 研究情報の入手や資料収集に便宜を図ることであった｡ 併せて, 共同研究を
サポートするために, 韓国の資料収集を行うことを目的とした｡
このプロジェクトは, 1986年度１年間で発展的に解消された｡ それは, セミナー発表者の
研究会が総合研究所の業務の一部となったからである｡ 他方, 1986年１月に総合研究所内に
韓国資料コーナーが開設され, 韓国資料収集が総合研究所の方針として, 実施されることと
なったからでもある｡ 1987年12月には, 第８回桃山・啓明国際学術セミナー (大邱・啓明大
学校に於いて開催) 終了後, 伊代田光彦所長と全在紋 (チョン・ジェムン) 国際交流担当委
員の両名は, ソウルに出向き, 政府刊行物を中心に資料収集活動を行なった｡
1987年２月には韓国資料センター構想を作成し, 以後, 関係機関, 関係者への調査ととも
に協力を依頼した (『総合研究所ニュース』, No. 41参照)｡ 同年４月より, 総合研究所 (伊
代田所長, 全担当委員, 中嶋二郎課長, 西尾朝子職員) は, 韓国資料の調査・収集活動を行
なった｡ その活動は, ４月15日 (経団連関西事務所), ４月20日 (駐大阪大韓民国総領事館,
大阪日韓親善協会), ５月27日 (経団連, アジア経済研究所), ５月28日 (財団法人朝鮮奨学
会, 韓国研究院) ５月29日 (韓国研究院赤坂分院), ６月23日 (大阪韓国貿易センター, 青
丘文庫ほか, 韓国系書店) であった｡
本学総合研究所の韓国資料収集への協力要請については, 経団連関西事務所, 駐大阪大韓
民国総領事館, 大阪日韓親善協会からは快諾を得た｡ その他の機関も好意的であり, 資料の
所蔵状況, 収集方法やその留意点などについて, 親切, 丁寧な説明を受けた｡ 以上の点につ
いては, 全在紋委員の ｢韓国資料調査活動報告書｣ にその内容がより詳しく述べられている
(『総合研究所ニュース』, No. 41, 1987.7, 全)｡
経団連を訪ねた際, 韓国全経連東京駐在部長の全尚列 (チョン・サンヨル) 氏と面談した｡
韓国全経連からの見返り資料は, 利用上の問題 (ハングル文字) もあり, 英文中心になると
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いう｡ それならば, 桃山学院大学総合研究所が, 韓国全経連からの資料 (統計資料および社
史など) の一部受け皿となれないだろうかということになった｡
日本の経団連は, 桃山学院大学の熱意とともに, 受け皿の体制整備や, 韓国の関係者を招
聘しての研究会開催など交流の充実を評価し, 1987年４月, 幸いなことに, 経団連図書館長
から関西事務所長に転じた末吉哲郎氏より, 前向きに支援するという了解を得た｡ このよう
な経過を経て, 韓国全経連の全尚列理事から貴重な資料121冊が寄贈された｡
＊
(3) 収集状況およびその後の動向
標記の収集状況の報告であるが, 1988年５月15日現在の収集総数は約500冊であった｡ 受
贈先 (全国経済人連合会, 韓国経営者協会, 韓国銀行, 韓国開発研究院など), 紀要等の資
料交換先 (ソウル大学校経営研究所, 西江大学校産業研究所, 檀国大学校産業研究所, 韓国
国立国会図書館, 啓明大学校など) について, 詳しくは ｢韓国資料収集の状況｣ を参照して
ほしい (『総合研究所ニュース』, No. 46, 1988.5, 伊代田)｡ また, 収集調査日誌 (1985年４
月～1988年５月15日) については, ｢資料収集および調査日誌｣ を参照してほしい (同上ニュー
ス, No. 46)｡
このような経過から, 韓国資料コーナーの体裁は, 1986年１月に整った｡ 総合研究所長伊
代田光彦 (1985－88) と資料部門担当委員海道ノブチカ経営学部教授 (1985－86), 全在紋
経営学部教授 (1987), 徐龍達 (ソ・ヨンダル) 経営学部教授 (1988－) に引き継がれていっ
た｡
先の総合研究所ニュースに見られる調査日誌のとおり, われわれは各団体のキーパーソン
と思われる人々に接触でき, 相当な時間を費やして, 丁寧な活動を行なった｡ しかし, さま
ざまな理由で外部の人々にも利用可能な資料センターにはなりえなかったが, その人脈と収
集成果は, 1993年４月の桃山学院大学大学院経営学研究科修士課程の研究資料の拡充に貢献
した｡ 総合研究所が収集した韓国資料に加えて, 経済, 経営, 社会の基礎資料が購入され,
相当充実した蔵書となった｡ これを機に, 韓国資料は, 桃大図書館の一元管理のもとに整備
されることとなった｡
当時, 全在紋経営学部長は, 大学院経営学研究科設置準備に当たっていた｡ 全経営学部長
の要請にこたえ, 伊代田光彦経済学部教授も韓国資料収集のためソウルおよび東京出張に加
わり, その資料収集に協力した｡
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＊ 例えば, この時期の総合研究所による ｢外国人研究者を囲む研究会｣ の豊かな実績を誇りに思う｡
簡単なセミナー紹介は, 演題の後に 『総合研究所ニュース』 の号を括弧で付している｡ なお, 以下
の韓国経済要人によるセミナーは, 全て桃大経済経営学会との共催の下に行われた｡ その報告者と
発表テーマを紹介したい｡
1987.11.4 高 時天 (コ・シチョン) 氏 (韓国・建国大学校商経大学教授)
｢国際比較からみた韓国的経営の特質｣ (『総合研究所ニュース』, No. 44, 1987年12月)
2. 啓明大学校への ｢桃山学院大学文庫｣ の開設
徐 龍 達
(1) 文庫開設への動機と実践
啓明大学校との姉妹提携以来15周年の1994年８月, ｢第15回韓国歴史文化セミナー｣ で３
回目の引率団長となった徐龍達 (ソ・ヨンダル) 桃大経営学部教授は, 啓明大学校中央図書
館の日本書籍の蔵書が気になって特別訪問し調査したのである｡ 啓明大には日本学研究所,
人文科学大学に日語日文学科, 国際大学には日本学科などの体制にあっても, 案の定, 日本
書籍所蔵はどん底の状態であった｡ 専門の教授にたずねると, 大学の予算不足, 教員の低賃
金, 円高の３悪条件で日本の図書は購入できない由であった｡
1945年日帝の敗戦＝韓朝鮮の分断独立と, 1950年～53年の ｢韓朝鮮戦争｣ の悲劇は, 休戦
後もドル不足のため外国書籍購入代などは定価の２～３倍以上の実勢にあった｡ 筆者徐が他
の誰よりも研究者たちの苦境を察することができたのは, 桃大での図書館長経験, および
1956年創立の在日韓国奨学会 (育英団体：大阪市北区中崎町, 大阪韓国人会館３階) を通じ
て, 韓国生産性本部, ソウル大学校, 高麗大学校, 成均館大学校, 中央大学校, 釜山大学校
の６機関に, 『エコノミスト』 『マネジメント』 『産業経営』 『企業会計』 『日本化学雑誌』 『化
学と工業』 などを数年間継続して送付し, ソウル大学校中央図書館には, 特別に経済経営関
係図書をかなり献本した実績があったからである｡
筆者が帰阪して, 経済学部の伊代田光彦教授に徐の献本構想を説明し, 社会学部の北川紀
男教授, 文学部の柳父章教授 (後に赤瀬雅子教授, 遠山淳教授と交代) らが共鳴されたので
｢呼びかけ人｣ 会を構成し (献本委員会), 全学に訴えて推進することになった｡ ｢桃大文庫｣
の開設運動は, 当初から桃大当局の事業ではなく, 教授たちの厚意によるボランタリー・ワー
クであった｡ それでも大学評議会, 総合研究所, 国際センターなどへの報告・了承をえて,
大学全体の協力をえられる事業としたのである｡ 献本事業は1995年２月に開始して趣意書を
各教授のメールボックスに配布し, とりあえず徐研究室を集本場所としたが, すぐにダンボー
ル箱で満杯になり, 徐の研究に支障をきたすほどになった｡ 2800余冊集まった段階での趣旨
文は別紙のとおりである｡ (日本の 『毎日新聞』 記事, ｢韓国・啓明大に学術図書－姉妹提携
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1988.1.23 尹 能善 (ユン・ヌンソン) 氏 (韓国経営者総協会常任副会長；同人材開発院院長)
｢国際競争下における欧米, NICSとの共存｣ (『総合研究所ニュース』, No. 46, 1988年５月)
1988.10.13 権 奇成 (クオン・キスン) 氏 (日本アジア経済研究所海外客員研究員；韓国商工部東京
駐在部長)
｢韓国の産業政策の方向と国際協力｣ (『総合研究所ニュース』, No. 50, 1989年２月)
1989.5.18 李 善煕 (イー・ソンヒ) 氏 (韓国・在日韓国人本国投資協会顧問；元大統領経済審議官
＜次官＞)
｢日韓現代史｣ (『総合研究所ニュース』, No. 52, 1989年７月)
1990.7.17 尹 能善 (ユン・ヌンソン) 氏 (韓国経営者総協会常任副会長)
｢韓国経済の現状と展望｣ (『総合研究所ニュース』, No. 58, 1990年11月)
の桃山学院大, 日本研究の一助に｣, 1996年５月18日付を参照)｡
【よびかけ文の概要】
(2) 献本の蒐集と献本者および通関リスト作成
よびかけ文にあるように, 本の蒐集は1995年
から５年間を目標としたが, 最終的には, １年
延長されて2001年９月まで, 整理された献本は
１万５千533冊に達した｡ その最大の献本機関
は桃山学院大学図書館の新刊本寄贈で, 次いで
小林哲夫経営学部教授のドイツ, 英米文献多数
を含む経営学・会計学の専門書約800冊が抜群
であった｡ 貴重な全集を寄贈された和泉市民の矢吹次朗氏の厚意も忘れられない｡ 献本事業
を始めるまでの15年間に, 徐をはじめ各教授たちの個別献本を合算すると, 啓明大学校にお
ける 『桃山学院大学文庫』 は事実上１万６千冊に達しており, それまでの啓明大学校最大蔵
書文庫の約８千冊の優に２倍の規模となったものといえる (The Keimyung University Times,
No. 915, Oct. 6, 2003を参照)｡
献本収集の順序としては, 趣意文書の配布, 徐研究室 (倉庫代り) への献本持参または送
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交流15周年の啓明大学校に 中古書を送ろう！
｢桃山学院大学文庫｣ 開設にすでに2800冊集まる
趣旨：姉妹大学である啓明大学校の図書館充実に協力し
両大学の学術文化交流をいっそう密にしたい
１. 啓明大学校中央図書館に 『桃山学院大学文庫』 を開設します｡ すでに教員が個人的に寄贈され
た図書もそこに並列します｡
２. 桃大の新校舎移転 (堺市から和泉市) を機会に, ｢捨てるにはもったいないが, めったに使わ
ない｣ 本や, ２冊以上ある同一書, 献本受贈図書 (新本), 専任教員の著訳編書, ご使用済み
図書のうち, ｢無償提供していただける本｣｡
３. ご寄贈図書は単行本のみとして, 和書, 洋書, 専門分野を問いません｡
４. 寄贈図書には芳名を漢字と英文で本に捺印し, 長らく閲覧者に芳志を伝えます｡
５. 寄贈図書は, とりあえず5000冊を目標とし, ５年間継続してのち, 献本続行の可否について検
討します｡
６. 啓明大学校への運賃, 梱包料, 献本リスト作成等の諸経費は, 桃大教育後援会が大部分を援助
して下さることになりました｡
７. ご寄贈願える図書は, 教員控室徐郵便ボックス上のダンボール箱にひもでくくって入れてくだ
さい (紙片に寄贈者芳名を漢字と英文で明記)｡ (以下省略)
1995年12月
桃大 経済学部 伊代田光彦 社会学部 北川 紀男
文学部 柳父 章 経営学部 徐 龍 達 (総務担当)
付, 学生アルバイトによる献本目録 (受付番号, 著者・編集者名, 書名, 出版社名, 寄贈者
のタイプ印刷) の作成, この目録は大阪港の海運会社, 近畿通運 (株) の指示により, 商品
の海外輸出ではなく, 外国への無償献本の内容を明示することによって, 無駄な税金の発生
を防ぐためのもので, ６年間に多数の学生によるアルバイト支援を余儀なくされた｡ 不十分
な時間給で協力された榎本美穂, 藤林真理子, 李承烈 (イ・スンヨル), 尹英和 (ユン・ヨ
ンファ), 李東烈 (イ・トンヨル), 金兌 (キム・テヒョン), 朴商賢 (パク・サンヒョン),
趙晟希 (チョ・ソンヒ) をはじめとする徐ゼミナールの学生たちの奉仕に感謝したい｡ なお
献本各冊には, 受理番号, 寄贈者芳名を漢字・英文併記のゴム印を作成して捺印, 韓国の利
用者に末永く芳志を伝えている｡
こうした献本のダンボール箱, １回に60～80箱をトラック便で陸路桃大より大阪港の海運
会社へ, そこでコンテナ大箱を特注して, １～２個 (通関書類も１～２枚で費用節約) のコ
ンテナ荷物として船積み, 大阪港－釜山港を経て (通関手続後) 陸路トラック便で啓明大学
校へ届けられたものである｡ 支援の桃大学生たちが作成した ｢桃山学院大学文庫｣ (啓明大
学校内) 寄贈本リスト１万冊達成の No. 389 (献本１万冊掲載分) を縮小して次頁に掲げて
おこう｡ 約１万６千冊のリストの作成は大変な労働であったが, これも苦心と努力の賜物で
ある｡
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献本寄贈者芳名 (敬称略, 順不同)
青野正明 小林哲夫 藤間繁義 (故) ビリングズリー 矢吹次朗 (和泉市民)
◎赤瀬雅子 志保田 務 ◎遠山 淳 深見純正 ＊伊藤正人
井上義祐 清水信匡 中田信正 蕗谷硯児 ＊木内正三郎
稲別正晴 ◎徐 龍達 西村 徹 (故) 福田 菊 ＊近藤健司
◎伊代田光彦 菅井勇蔵 橋内 武 村田晴夫 ＊駿河輝和
種田 明 鈴木博信 原田洋行 ＊藤原 健
◎北川紀男 全 在紋 原山 煌 ＊宮崎和夫
楠 幸男 滝沢武人 野尻 亘 桃山学院大学図書館
蔵田雅彦 (故) 田平正典 林 建志 ほか
(専任教員 ◎よびかけ人 ＊非常勤講師 ほか)
桃山学院大学徐研究室に, 数年間も集積された献本図書 (この写真は当
初の一部分のみ)
桃山学院大学文庫 No. (献本)
寄
贈
者
小 林 哲 夫
KOBAYASHI TETSUO
献本各冊への捺印事例
(3) 資金拠出者・カンパ者と会計報告の概要
当初の計画では, 諸般の経費は桃大教育後援会とよびかけ推進委員レベルで処理する予定
のところ, 献本が予想外で当初計画の３倍以上となり, 諸経費もよびかけ人以外に ｢資金協
力のお願い｣ (2000年３月) をせざるを得なくなった｡ 2001年12月末で, かなりの赤字が出
ていたからである｡ それまでには, 桃大教育後援会 (前会長・内田四郎氏, 現会長・丸山義
信氏) から毎年30万円, ５年間計150万円をご支援くださり, また桃大同窓会 (西本常雄会
長) からも40万円のご援助を得た (桃大当局はゼロ)｡ 併せて皆さまと共に感謝したい｡
最終的な募金活動は, 伊代田光彦名義の郵便振替口座を設定して次の方々からご支援をい
ただいた｡ 一般市民の坪山孝氏 (大阪府四条畷市), 岡松誠一氏 (京都市北区)｡ 田中初美氏
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１万冊をこえた桃山学院大学文庫 (啓明大学内)
寄贈本リストの一例
(大阪府河内長野市) からも浄財が寄せられ
た｡ 最終的には赤字解消のために徐の知人・
在日韓国人有志からの浄財もお受けした｡
(敬称略・順不動)｡
なお, 会計報告は別紙 ｢収支計算書｣ の事
例①のように, 数次にわたって関係者に報告・
了承をえている｡ 伊代田教授名義の振替口座
入金分も, すべて徐教授宛に送金されて清算
されている｡
(4) ｢桃山学院大学文庫｣ の完成と感謝牌の
贈呈
1995年から2003年にわたって悪戦苦闘の文庫も遂に完成をみて, 多くの日本文献を利用す
る教授たちに, はかり知れないよろこびを与えることになった｡ 日韓文化交流への基盤とな
りうる文庫を, 韓国人のみならず各国の研究者が活用しうることは幸いである｡
本稿を終えるにあたって, 二つの事柄を報告しておきたい｡ その一つは, 船積み図書の第
１回目が到着した1996年５月18日に, 啓明大学校において同大学申一熙総長以下多くの教授
たち列席のもとに, 献本贈呈式が和やかに挙行されたことである｡ 桃山学院大学からは徐龍
達教授ただ一人の出席であったが, 啓明大学校各部署の代表たちに歓迎されて喜び, またそ
の責任を痛感した｡ 日本の ｢毎日新聞｣ がいち早く, ｢韓国・啓明大に学術書寄贈, 姉妹校
提携の桃山学院大, 日本研究の一助に2000冊, きょう贈呈式｣ と５月18日付で５段記事を組
んだ｡ 図書館のネットワークによって, 全国の研究者や学生たちに読まれて, 日本への認識
が深まることを念願したものである｡
いまひとつは, 献本が１万２千冊に達した段階で, 啓明大学校の申一熙総長から, 特に文
庫実現に支援と協力を惜しまれなかった９氏に対して, ｢感謝牌｣ が贈呈されたことである｡
｢桃山学院大学文庫｣ 推進委員長の徐龍達経営学部教授, 同委員の北川紀男桃大副学長, 同
伊代田光彦前経済学部長, 同遠山淳文学部教授, 同赤瀬雅子文学部教授, 小林哲夫経営学部
教授, 職員代表の研究・情報部長山口昭一郎氏, 桃大教育後援会の内田四郎前会長, 同丸山
桃山学院大学総合研究所紀要 第43巻第１号280
橋内 武 片倉 譲 小林哲夫
桂 昭政 北川紀男 全 在紋
津金沢聡広 生瀬克己 田仲初美
赤瀬雅子 種田 明 山口昭一郎
竹中暉雄 坪山 孝 遠山 淳
朴 大栄 岡松誠一 中田信正
伊代田光彦 徐 龍達 河 炳旭
崔 寧錫  善鎬 神農周洪 ほか
[第２表] 啓明大附設桃大文庫献本の収支報告
収支計算書 (事例①)
(自・1998年４月 至・1998年12月)
[収入の部]
桃大教育後援会 (98年度援助) 300,000
[支出の部]
リスト作成アルバイト
(桃大学生８名11件) 394,500
同上アルバイト学生夕食費 (３回) 20,901
近畿通運 (株), 発送運賃・通関料 99,849
献本運賃 (神戸大から桃大ヘ19箱) 26,030
献本者ゴム印 (英・和文) 21,878
事務用品代 5,255
前年度立替金
(97年７月21日付報告書) 57,791
小計 626,204
立替金 (不足金) △ 326,204
(註) 整理書籍 No. 6,662～10,210｡ 3549冊｡
今回は例年の２倍以上の整理ができましたの
で, アルバイト料がかさみました｡
1999年５月25日
総務担当者 徐 龍達 印
義仲現会長の９氏である｡
感謝牌文には, ｢先生方が蒐集されて寄贈された 『桃山学院大学文庫』 は, 両大学はもと
より, 韓・日両国の文化交流に大きく寄与するものと信じます｡ この文庫を大切に保存し活
用することにより, 後学の養成の糧にいたしたく存じます｣ などと韓朝鮮語で刻まれている｡
両国の国際交流が深まり, さらに発展させることが望まれている｡
第６章 桃山大・啓明大交流の成果と課題
徐 龍 達
伊代田 光彦
１. 桃山大・啓明大交流の成果
(1) 桃山大・啓明大交流の背景
桃山学院大学・啓明大学校間で ｢学術, 教育, 文化交流協定｣ が1981年12月に締結されて
以来, 2016年で35年を迎えた｡ この長きにわたる交流継続・展開の経緯をたどることによっ
て, その成果と課題を明らかにするとともに, 将来への参考に供することを願う｡ 併せて,
いささかなりともその社会的意義があれば幸いである｡
桃山学院大学の村田恭雄学長 (1978.1－1982.3 在任) は, 国際交流に極めて積極的であっ
た｡ そして本稿の共同編集者の一人, 徐龍達経営学部教授は日韓文化交流の推進者として大
学間交流に道を付けた一人である｡ 日韓両国の交流や歴史・文化の学習が, それぞれの相互
理解を促すものだという確信のもとに推進された｡
ひるがえって, 啓明大学校側では, 当時, 渡日が自由ではなく, 教員の研究や学生の学習
が十分に進展しないという切実な問題があった｡ 研究目的であっても, 原則として招請状が
ないと渡日できず, 研究・資料入手にも困難をきたしていた｡
国際学術セミナーにかかわり, 桃山学院大学では韓国資料を (社会科学統計資料を中心に)
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｢桃山学院大学文庫｣ を見学する両大学の教授たち｡ ｢同文庫前｣ で,
中央に徐龍達桃大教授, 右横は金淇啓明大教授｡
収集した｡ これは結局, 大学院経営学研究科設置の際に利用され, さらに拡充されている｡
また, 教員有志によるボランティア活動としての桃山学院大学文庫 (15,533冊) が啓明大学
校中央図書館に寄贈され, 広く研究に利用されていることは大変よろこばしい｡
(2) 桃山大・啓明大交流の進展
これらの事情を背景に, 協定締結後の翌1982年度には, 両大学間の ｢共同研究会｣ が年２
回の頻度で開始された｡ 年２回はかなりきびしいので, ３年目の1984年からは交互に年１回
となった｡ 1986年からは ｢国際学術セミナー｣ に名称変更, そして2016年の第37回まで継続
されて現在に至っている｡ 第37回までの発表者累計は, 桃山学院大学79名, 啓明大学校78名,
論文総数は等しく77編, うち日韓比較に関わると見られる論稿桃山11編, 啓明22編を数える｡
発表論文は, 第４回まで主催校の紀要だけに討議の概要を含めて掲載されたが, 第５回以降
第35回までは, 全て両大学の定期刊行物 (紀要等) に掲載されている1)｡ なお, 第１回から
29回までについては, ｢国際学術セミナー報告集｣ (Ⅰ－Ⅸ) として, 日韓両国語でそれぞれ
刊行されている｡
教員交流に関する強いニーズが啓明大学校にあったにもかかわらず, 教員の交流は協定締
結10年後の1992年に, やっと短期交換研究員の形で実現した｡ その後, 現在 (2016年) まで
に短期交換研究員は桃山学院大学派遣23名, 啓明大学校より受入れ28名合計51名に達した｡
短期間ではあるが, 研究発表, ディスカッション, 資料収集の中で交流を深めた意義は大き
い｡
次に学生交流であるが, ｢韓国歴史文化セミナー｣ は第１回 (1980) より第21回 (2002)
まで, 学生総数301名と大きな数に達した｡ 同時に参加した教職員等も引率者を含めて55名
に達した｡ これらの参加者たちがセミナーを通じて得た経験も貴重である｡ しかしながら,
諸般の事情があったとしても, この意義深いセミナーがその後, 継続されなかったことは残
念である｡
１年間の交換留学生に対しては, 交流協定に基づく特別な配慮がなされた｡ 留学に伴う食,
住の基本的な費用は留学先の大学で提供または支給される｡ このような恵まれた条件の下に,
勉学に励むことができる制度である｡ 留学生たちの体験記を見ると, その感激の状況や, １
年間の間にどのようにその国の文化, 社会を理解していったかの様子がよくわかる｡ 桃山学
院大学から38名が, 啓明大学校からは73名 (１年未満を含む) が, この制度の下に留学した｡
この留学生数の差は, 啓明大学校には日本文化研究所, 日本学科, 日本文学科があるため,
韓国研究所や韓国学科のない桃山学院大学よりニーズが強いことによる｡
短期語学研修は1999年度より開始された｡ ｢海外韓国語学研修｣ が啓明大学校で, ｢一か月
日本語研修｣ は桃山学院大学でそれぞれ開催された｡ この短期語学研修は有意義であり, 今
桃山学院大学総合研究所紀要 第43巻第１号282
1) すでに述べたように, 第36回 (2015) 以降の交流に変化があった｡ 英語発表が原則となり, 発表論
文は両大学の 『紀要』 等に投稿の義務はなくなり, 発表者の判断に委ねられることとなった｡
日まで継続的に実施されている｡ 研修者は, 桃山学院大学 (85名), 啓明大学校 (84名) と
ほぼ同数である｡
職員研修についての具体的データは桃山学院大学側に乏しく, それを語ることのできる職
員も身近にはいない｡ 啓明大学校の資料によれば, 1988年以来６回に亘り, 各回９ないし10
名の幹部管理職員が桃大に来学している｡ 啓明大学校の幹部管理職員の研修は継続されてお
り, 職員研修交流はユニークな点である｡ 彼らが, 桃山学院大学の幹部事務職員と交流し,
学んだところも少なくないことが推し量られる｡ なお, 啓明大学校の管理職員の多くは教員
の兼務であるが, 桃山学院大学では事務管理職は事務職員だけである (詳しくは徐・伊代田
編著 ｢日韓学術・教育・文化交流史 (Ⅱ)｣, 147頁以下を参照｣)｡
２. 桃山大・啓明大交流の遺産と課題
以上にのべられた ｢国際学術セミナー｣, ｢短期交換研究員｣, ｢歴史文化セミナー｣, ｢交換
留学生｣, ｢短期語学研修｣, ｢職員研修｣ を通じて, 参加者は相互に学び, 体験している｡ そ
れらは, その後の人生に, そして組織にも何らかの影響を与えているであろう｡ 特に若い学
生たちへのインパクトが大きいことは, 彼らの生々しい体験記 (研修・留学記) からもうか
がわれる｡ それぞれのプログラムは立派にその役割を果たしている｡ それぞれの交流の質は
計りがたいが, 量は計量できよう｡ 何よりも35年余にわたる累積数の大きさは, その貢献の
大きさを物語る｡ 150編の論文, 51名の短期交換研究員, 111名の交換留学生, 596余名 (啓
明大学校の引率者ほかは含まず) の歴史文化セミナー参加者, 67名の幹部職員研修, これら
の人々を通じて日本と韓国の歴史, 文化理解が増進したのも事実であろう｡ そのうえ, 交流
参加の人々が, その職場や家庭等各部面にも何らかの影響を及ぼしたことも想像に難くない｡
交流の中で組織も学び, 継続的なインパクトを受ける｡ 桃山・啓明間の交流は教員, 学生,
職員へと進展し, 各方面に多大な影響を与えている｡ このような長期にわたる重層的な交流
は, 他の大学や機関にあまり例を見ないであろう｡ たとえば, 国際学術交流における国際学
術セミナーのノウハウ, 窓口の一本化, セミナー終了後, 反省とともに次回のセミナーに関
する枠組みを協議・決定すること, 懸案については, 時間をかけて実施に向けて協議してき
たことなどである｡ これらが長期継続の要因であろうが, 何よりも重要なのは, 両大学にお
ける交流継続実施への強い信念と力量であった｡
われわれは今にして思うに, 両大学の交流の一端に携わることができたことは幸いである｡
社会はいうまでもなく, 大学も変化に対する新たな対応が求められる｡ 国際間の交流は, 短
期的にではなく, 中長期的視点から, 一面的にではなく, 総合的視点から多角的に判断さる
べきであろう｡ 短期的な視点に偏れば, 交流は短期に終ってしまう｡ それもひとつの行き方
であろう｡ しかし私たちは, そのような方法が賢明であるとは考えない｡ 組織間の交流は双
方の信頼関係が大切であり, 長きにわたり継続していること自体が, 双方が重要な意義を認
めていることの証左ではないか｡ 一方, 啓明大の呂博東前副総長のように, アジア交流の拡
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大が難しいのであれば, ｢民際交流｣ から大阪府と大邱広域市との ｢地際交流｣ に拡大する
ことも一策であろう｡
われわれは, 長い道のりを学生, 教員, 職員ごとに, 時にはやや詳しく, 全体としては足
早にたどってきた｡ 桃山・啓明両大学間の交流の歩みを縷々述べてきた｡ アジアにおける交
流の範例のひとつとなれば, 幸いである｡ 読者の方々が, そのなかに何らかの示唆を見出す
ことができるならばなお幸いである｡ 継続は力なりである｡ いつも順風満帆とは限らず, 直
面する問題をその都度乗り越えつつ現在に至っている｡ 真の成果は, 体験した個々人や組織
のうちにある｡ これは大きな財産であると信じる｡ 長い間, 両大学間の交流にかかわってき
た者としては, 両大学の特別ともいえる密度の濃い交流が, 今後も発展的方策を検討しなが
ら継続していくことを願ってやまない｡
その決断は, 後に続く若い人々の双肩にかかっているといえよう｡
付 記：
参考までに, 35年間にわたる交流が, マスコミ各社取材の対象として取り上げられたので, ここに主
な記事を紹介しておこう｡ 残念なことは, 桃山学院大学独自の広報活動がみられなかったことである｡
① 『統一日報』 2016年11月９日付, ｢大学 『民際外交』 のモデル―啓明大と桃山学院大が交流35周年―｣｡
② 『統一日報』 2017年１月１日付, ｢韓国・啓明大学校と日本・桃山学院大学―交流協定から35周年―｣｡
③ 『民団新聞』 (韓国民団機関紙) 2017年１月18日付, ｢啓明大と学術交流35周年―桃山学院大学 『韓朝
鮮学』 の実践生きる―｣｡
④ 徐龍達 ｢日・韓大学の国際学術セミナーを30回も開催｣ 『朝日新聞関西スクエアー』, No. 121, 2010
年２月号, 朝日新聞大阪本社｡
⑤ 徐龍達 ｢啓明大学校と交流35周年, 日韓大学の国際学術セミナー｣ 『Asahi Kansai Square』, No. 189,
2017年３月号, 朝日新聞大阪本社｡
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カチカチカチ!! カチ (鵲) の生演奏が, かまびすしい河回 (ハフェ) 村のひととき, 透き通る
ような青空に, 落葉した大木の枝が突きささる｡ その枝の先端近く, かささぎの巣が黒ずんで見え
る｡ あたりを見回すと, いくつもの大木に, 愛の巣がしつらえられ, カチカチの名曲を奏でている｡
わが目を閉じて, しばし聴き入る｡
ここ, 韓国慶尚北道安東 (アンドン) 市の街はずれにある河回村は, 仮面の里として知られてい
る｡ 1999年４月21日, イギリスのエリザベス女王二世の一行が河回村を尋ね, 73歳のお誕生日を村
人と共に祝った｡ また2005年にはアメリカのブッシュ大統領も訪問, 安東の両班 (ヤンバン) 文化
の源流を視察されたのかもしれない｡ それ以来, 河回村はユネスコ世界文化遺産にも登録され，観
光の名所になった｡
わたしが河回仮面の本場へ行ったのは初めてである｡ 啓大産業経営研究所の趙峰震 (チョ・ボン
ジン) 所長らの案内であった｡ まず韓朝鮮朱子学の総本山ともいうべき ｢陶山書院｣ を訪ね, 朝鮮
朝の大学者・李退渓 (イ・テゲ) に敬意を表した｡ 同行者には李退渓の子孫・李重熙 (イ・ジュン
ヒ) 前教務副総長も居られて話題は尽きなかった｡
李退渓儒学は, 豊臣秀吉の侵略で拉致連行された姜 (カン・ハン) らを通じて, 藤原惺窩, 林
ミニ・コラム (1)








☆☆☆安東ハフェ村とかささぎ☆☆☆
第20回国際学術セミナーのひととき
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啓明大・桃山大交流35年史の編集を終えるにあたり, 各位の寄稿や貴重な資料提供で協
力された諸賢に, まずこころからお礼を申しあげたい｡ 総じて, 交流の意義を前向きに評
価されたことに, 交流の元当事者として喜びもひとしおである｡ だが, ここではあえて,
｢眼光紙背に徹する｣ ことも発展への一策ではあるまいかと思う｡
両大学交流の窓口となった啓明大学校産業経営研究所と, 桃山学院大学総合研究所の歴
代所長の回想などには, 貴重な響きと教示があった｡ それらの文面には現れない陰の声が
幾つも, 桃山大側の元所長ら数人から寄せられた｡ たとえば, 国際交流に対する熱意の払
底, グローバル交流の拡大発展に反する縮小傾向, アジア軽視の ｢脱亜入欧｣ 的思考の蔓
延, 役職関係者以外を排するセクショナリズム, 前任者らの助言を受けないゆがんだ特権
意識などがあるという｡ 学長以下役職者の参加意識の低迷, キリスト教的 ｢愛の精神｣ は
いずこへやら, 学外者一般も参加できる方法は取れないものだろうか, と思う｡ (マスコミ
へのセミナー資料の提供もほとんどなされていない｡)
ひるがえって考えてみる｡ 桃山学院大学でも, 大学運営のリーダーシップが問われてい
るようである｡ 曰く, ｢桃山最大の欠陥は, 愛と正義感と勇気の不足が決定的である｣ ｢羊
の群れは動かない｡ 笛を吹くのは誰なのか, 羊を動かす者の資質を問う｣ などと嘆いてい
る｡ 長い深い眠りから目覚めるのはいつの日のことだろうか, という声なのだ｡ いま文部
科学省では, ｢スーパーグローバル大学創成支援制度｣ で海外交流を推奨しているのに!!
2016年の第37回セミナーでは, 歴史を刻む ｢35周年｣ という用語は小冊子, 看板のどこに
もなかった｡ 交流の経験者からのすぐに出来る立看板などの申し入れをセミナー ｢関係者｣
が断ったという｡ 前任者らの助言を無視した閉鎖的な縮み思考で, 桃山学院の標語
SEQUIMINI ME (我に従え) を称えて ｢世界の市民｣ が果たして育つのだろうか｡
(徐 龍達)
ミニ・コラム (2)







 ☆☆☆国際学術セミナー35周年の重みと軽さ★★★
笛吹く人の資質が問われる
羅山, 山崎闇齋らに受け継がれ, 日本の儒教思想や武士道の基礎にもなった｡ その史跡安東は今慶
尚北道の道庁所在地になって輝こうとしている｡ (徐 龍達)
(徐稿 ｢ハフェ村とかささぎ｣ 『東洋経済日報』, 1999年12月17日付 ｢ずいひつ｣ 欄より抜粋)｡
補 遺
補遺として, ｢1. 大学長ら要職による民際交流の認識と評価｣ および ｢２. 教授の回顧談,
学生の留学記および記念行事など｣ を収載する｡
｢1. 大学長ら要職による民際交流の認識と評価｣ の中に所見として収載する論稿のうち,
稲別正晴稿は徐龍達教授退職記念論文集の ｢献辞｣ として, 前田徹生稿および徐龍達 (ソ・
ヨンダル) 稿は啓明大申一熙 (シン・イルヒ) 総長の教授職50周年記念論文集 『行素』 のた
めに執筆されたものである｡ しかしいずれも, 両大学間の民際交流・国際交流にかかわる部
分が主な内容となっており, 収載することとした｡ 前田稿は英文およびハングルで, 徐稿は
日本文およびハングルで収載・出版されている｡ 呂 博東 (ヨ・バクトン) 稿は本稿のため
に執筆頂いたものである｡ なお, 前田徹生稿については本人の了解の下に冒頭の一部を省略
して収載している｡
｢２. 教授の回顧談, 学生の留学記および記念行事など｣ には, 以下のものを収載する｡
(1) 回顧談は, 前稿 (｢日韓学術・教育・文化交流史Ⅱ｣) 脱稿後入手したもので, 岸本
喜樹朗 (裕一) 桃山学院大学特任教授 (元総合研究所所長) を掲載する｡
(2) 留学記は３名の文章を国際センター活動報告書 『おもろいぞ 地球』 より転載する｡
前稿第４章 (2) で, 共編者伊代田の目に留まったもの６編が挙げられているが, その中から,
徐とともに選考を加え３編に絞った｡ 桃山学院大学派遣交換留学生 95G高 敬一 (コ・キョ
ンイル), 97E手塚和世, および啓明大学校より受入れ交換留学生 94X金 徳淇 (キム・トッ
キ) の留学記である｡ 選考に洩れた感想も留学生活が生き生きと語られており, 決して劣る
わけではなかった｡ 交換留学生前２者からは転載の了承を得たが, 啓明大学校の留学生 (金
徳淇) には連絡ができなかったので, 国際センターの許可を得て転載する｡
(3) セミナー記念行事などには, 節目のセミナーの記念行事とその写真を, 第１回よりお
おむね記念行事の開催ごとに選択して掲載する｡ セミナー20周年記念式典については, 津田
和夫総合研究所長, セミナー30周年については矢根真二総合研究所長の紹介文を抜粋した｡
(徐龍達・伊代田光彦)
１. 大学長ら要職による民際交流の認識と評価
[１] 稲別正晴 元桃大学長の所見
桃大の緊急事態から国際学術文化交流への転換
―徐龍達名誉教授の業績を評価する―
桃山学院大学元学長・同名誉教授 稲別 正晴
徐龍達先生と私とは, たまたま同じ1963年４月に就任しましたので, 文字通り ｢同期の桜｣
でありますが, この間, 実に50年という長い歳月が流れたことになります｡ 50年といえば,
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1959年創立の桃大の歴史のほとんどを占める長さであり,
この間, 多くの激動を共にくぐり抜けてきたことを思えば
まことに感慨深いものがあります｡
徐先生と共に就任した時, 本学はまだ経済学部のみの単
科大学であり, 教員, 職員数とも少なく, 一緒に集まる機
会も多く, すべてが知り合いという家族的な雰囲気であり
ました｡ 当時は, 私たちと同時に赴任された新任の先生方
が多くおられたということもあり, 気心のあった金子 甫,
五十嵐光男, 稲別正晴, 永友育雄, 徐 龍達, 柳田 侃６
人の頭文字を取ってキンジー会 (KINSY近似会) をつく
り, 学年末試験の採点をキッチリするなどで, 大学のレベル・アップと発展に努力しました｡
徐先生は, 長年にわたって本学の教育, 研究, 行政のそれぞれにおいて大いに貢献されて
きました｡ また, 桃大人権委員会の初代委員長として, ｢定住外国人の差別撤廃｣ 等の人権
問題におけるご活躍や, ｢在日韓国奨学会｣ の設立者として在日韓国人学生のために大変力
を注いでこられたことでもよく知られています｡ しかし, ここでは特に本学において多大の
貢献とご苦労をされた二つの事柄について触れておきたいと思います｡
ひとつは学生部次長として, また経営学部長として大学紛争のまっただ中でのご苦労です｡
教職員・学生が家族的な雰囲気の中で一体となり, 希望を持って新しい大学作りに励んでい
た状況を一変させたのが大学紛争でありました｡ 大学立法反対運動, 沖縄返還運動や安保闘
争などを背景として, 全国的に吹き荒れた大学紛争は, 本学でも1969年には昭和町学舎と登
美丘学舎の相次ぐ ｢封鎖｣ という事態を招き, 教授会は学生との ｢大衆団交｣ に明け暮れる
という状況でありました｡ このとき徐先生は学生部次長として, 当時の玉井龍象学生部長を
補佐して直接にこの緊急事態に対峙すると言う立場にあり, そのご苦労は並大抵ではありま
せんでした｡ 徐先生を始め, 学生達と直接折衝されていた先生達は, 心身共に大変疲労され
ており, 多分誰が倒れてもおかしくない状態でありました｡ 事実数人の教員は運動学生のゲ
バ (暴力) で負傷しました｡
それでも殆んどの他大学が実行した警官導入をせずに, 封鎖も自主解除させて大学紛争か
ら立ち直りました｡ 1973年４月には経営学部が新設されましたが, 今度は学費値上げ反対闘
争で, またも, いわゆる ｢大衆団交｣ に追われる事態となりました｡ そしてこのことは徐先
生にさらに大きな重荷を負わせることになりました｡
初代学部長であった広瀬雄一先生が, この過程の ｢大衆団交｣ で1974年10月に辞任された
ため, 経営学部では次期学部長選出が喫緊の課題となりました｡ なにしろ大変な状況でした
から, 自ら進んでこの重責を担おうとする者がいないのは当然でしたが, 学部の大半の考え
は, ｢この難局を乗り切れるのは徐先生しかいない｣ ということでした｡ 徐先生は当時, 図
書館長という重要な職についておられ, また大学紛争時のご苦労もあり, 研究に専念したい
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稲別正晴 元桃山学院大学長
と考えられていた時でしたから, この要請に大変苦悩されたことは私の記憶にも残っていま
す｡
結局, 徐先生が半ば強引に選出されるという結果になりましたが, このとき徐先生はまだ
41歳, いくら非常時とはいえ, この年齢で学部長に選出されたということは, 今から考えて
も異例だったといえるでしょう｡ 赤ヘル学生からの ｢大衆団交｣ や教授会への傍聴要求, あ
るいは強引な学生集団に追われて学外での教授会開催 (当時の学生集団の言葉では ｢逃亡教
授会｣) など, 当時の学部長の先生方は本当に大変苦労されたのであり, 今から考えてもそ
のご苦労には頭が下がります｡ 勿論, 徐先生は経営学部長として, 全学部メンバーの期待に
応えて, この重責を立派に果たされました｡ このような学内行政での顕著な働きの流れの中
で, 徐先生は通算20年にも及ぶ長い期間にわたって, 桃山学院の大学評議員や法人評議員に
選出されて活躍されました｡
徐先生のもうひとつの大きな働きは, 韓国の啓明大学校との国際交流です｡ 建学の精神に
基づく国際交流は, いまや本学の研究と教育の重要な柱の一つでありますが, 中でも韓国の
啓明大学校との交流は35年以上にわたり, しかもその内容は学術研究交流, 教員の相互派遣,
留学生の相互派遣, さらには職員の相互派遣など極めて多岐にわたり, 質量とも内外に誇れ
るものとなっています｡ しかし, ここまで発展することになった背景には, 徐先生の粘り強
い指導力と, 大きな働きがあったことを忘れることはできません｡
桃大と啓明大学校との公式の交流は, 徐先生が引率者として実施された1980年８月の ｢第
１回桃山学院大学韓国歴史文化セミナー｣ に始まります｡ しかし, 徐先生はすでに1968年３
月に, 先生のゼミ学生を引き連れて訪韓されており, それ以後も, いろんな形で交流の進展
と進化に努力され, それが最終的には啓明大学校との正式の交流として実を結び今日に至っ
ているのであります｡
徐先生が両大学の交流に努力された時期は, 一般的にはまだ英語圏との交流が重視される
状況でありましたから, すべての人達が ｢アジア交流｣ を積極的に支持したとはいえません
でしたし, またここまで発展すると予想した人は何人もいなかったと思われます｡
啓明大学校との交流を重視し, その発展を高く評価するのは, わが国のアジアにおけるあ
り方と大いに関わっているからであります｡ アジアの国々との交流は, ようやく最近になっ
て, 単なる経済的な交流から文化的な交流へと広がり始めたようでありますが, 私は常日頃
から, 少なくとも教育・研究の分野においては, 私たちがアジアにおける交流のモデルを作
るぐらいの意気込みで取り組むべきだと思っています｡ この点で啓明大学校との交流は極め
て重要でありました｡
勿論, もっとも進んでいると思われる啓明大学校との交流も決して十分とはいえませんが,
今後一層の発展の可能性を持っていることは間違いありません｡ この意味で啓明大学校との
交流の扉を開き, その後の発展に貢献された徐先生の功績は大きく称えられるべきものであ
ります｡ なお, 徐先生が啓明大学校への日本図書の寄贈というボランティア活動を始められ,
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多くの方の協力により, すでに１万５千冊を越す図書が寄贈文庫として啓明大学校で活用さ
れていることも忘れてはならないことであります｡
徐先生は, 定年退任後も, それまで同様多くの人々の要望に応えて, 広く社会のためにご
活躍されることと思いますが, 心豊かにいつまでもお元気で過ごされ, 両大学の交流を見守っ
て下さるようお祈り申し上げます｡
[『徐龍達教授定年退職記念論集』 (『桃山学院大学経済経営論集』, 第44巻第３号),
2002年２月の稲別正晴献辞, および井通真 ｢三百万人の大学 (桃山学院大学), 伝統
のリベラリズムに試練｣ 『朝日ジャーナル』 (朝日新聞社), 第22巻第14号, 1980年４月
４日刊行を参照｡]
[２] 呂 博東 啓明大前副総長の所見
啓明・桃山両大学 ｢民際交流｣ の回想
啓明大学校名誉教授 前教学副総長 呂 博 東 (ヨ・バクトン)
啓明大学校と最も長い相互交流の歴史を誇る桃山学院大学で,
徐龍達 (ソ・ヨンダル) 名誉教授と伊代田光彦名誉教授が, 両大
学の学術文化交流35年史を編集しているとのお知らせに接し, 心
から嬉しく思い, お祝いの言葉を申しあげたいと思います｡
筆者が1986年９月に公州師範大学から啓明大学校に移り, 勤め
始めたときに驚いたことは, 既に1981年12月に両大学の間に＜学
術・教育・文化交流協定＞が結ばれ, 早速にも翌年７月と12月に,
＜第１, ２回共同研究会＞ (第７回以降 ｢国際学術セミナー｣ と
改称)＞がそれぞれ両大学において行われていたことでありまし
た｡ また, 学生の交流においても, ＜日本文化研修＞と＜韓国歴
史文化セミナー＞というタイトルで両大学間の相互交流がおこなわれていました｡
啓明大学校国際センターの資料によりますと, 1982年から2016年までに国際学術セミナー
が, 37回行われており, 日本文化と日本語研修のため桃山学院大学へ派遣された学生の数が,
延べ約220 (240*) 名にのぼっています｡ それに対して, 桃山学院大学から韓国歴史文化セ
ミナーに教職員55名, 学生301名を受け入れています｡ また, 交換留学生の交流が1988年か
ら始まり, 2016年まで派遣58 (73**) 名, 受け入れ38名であります｡ 最初の派遣学生として,
筆者の研究室所属の黄鎮杰 (ファン・ジングル) 君が選抜されましたので記憶に新しいので
す｡ 1992年から ｢短期交換教授｣ プログラム名称で教授交流が始まりまして, 派遣28名, 招
請23名の教授の個人研究交流が行われてきています｡
以上のような両大学の相互交流は, 啓明大学校にとっての国際交流の中で, もっとも活発
な交流が行われた実例であり, 交流の質と量の両面において, 最も素晴らしい交流の効果を
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もたらしていると評価して宜しいと思います｡
啓明大学校の場合, 1990年代に入ってから当時言われだしていた, 所謂 ｢大学の国際化｣
に力を入れ始めましたが, 諸外国の大学と姉妹校提携を取り結ぶときに, 桃山学院大学との
交流協定が良きモデルになったと思います｡ 2016年末現在, 啓明大学校は世界56カ国の299
大学, および44機関と相互交流提携を取り結ぶことになりましたが, その中で, 定期的な学
術交流を行ってきている大学は, 桃山学院大学が唯一の大学であります｡
今後も末永く, 相互交流が続くことができることを心より願ってやみません｡ 両校の交流
は厳密に言いますと大学対大学, つまり大学同士間の交流でありますが, 観点をかえてみれ
ば, 学生と教職員, 大学の代表者たちの交流でありまして, それはいわゆる ｢民際交流｣ と
いえるでしょうし, ひいては大邱と大阪 (堺) という ｢地際交流｣ にもつながることができ
ると思います｡ 両校の交流を通じて大学の構成員のみならず, その家族や一般市民にまで交
流のレベルの幅を民際と地際にまで広めていくことができればと切に願っています｡
筆者は, 幸いにも桃山学院大学を５回訪問することができましたが, その初めての訪問は,
1992年11月の第13回国際学術セミナーにおいて論文発表のためでありました｡ ２回目は1994
年２月ですが, それは痛ましくも, 交換留学生として派遣されていた李昌敏 (イ・チャンミ
ン) 君 (日本学科) の事故死の弔意団の代表としての訪問でありました｡ ３回目は, 当時の
対外協力処長であった鄭建栄 (チョン・コンヨン) 教授の案内役として訪問であり, ４回目
は2002年４月, 申一熙 (シン・イルヒ) 総長の名誉博士学位取得のためで, 通訳の役を務め
させていただきました｡ ５回目は2009年９月当時, 教学副総長を務めていまして, 桃山学院
大学50周年記念式典に総長の代理としてお祝いのための訪問でした｡ 桃山学院大学の皆様と
の深い交流によって暖められた友情を, 一生の良い思い出と糧にしてまいりたいと思います｡
終わりに, 桃山学院大学と総合研究所の無窮・無休の絶え間ない発展を心よりお祈り申し
上げます｡ また, 貴重な35年史の編集に当たり, このような拙い一文を書く機会を与えてい
ただきました編集者の徐龍達先生と伊代田光彦先生に厚くお礼を申し上げます｡
[３] 前田徹生 前桃大学長の所見
啓明大学校と桃山学院大学間の国際交流
申一熙総長に感謝の意をこめて
桃山学院大学学長 前田 徹生
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備考：交流実数について記述に若干の相違がある場合, 桃山調べのデータで訂正した (桃山の数値がす
べて正しいというわけではないが)｡ 前稿 ｢桃山・啓明学術・教育・文化交流史 (Ⅱ)｣ (第42巻
第３号) の資料＜桃山・啓明国際資料Ⅱ＞における各表を参照｡ 数値が相当異なる場合は, 星印
＊を付してカッコ内に示す｡ 算定の根拠の相違によるものと思われる｡ (*：1982年の ｢日本文化
セミナー｣ 参加者が含まれていないように思われる｡ **：１学期間派遣の交換留学生は, 年単位
の受け入れに換算して表記されていると思われる｡)
桃山学院大学の母体である桃山学院の創立は, 1884年
(明治17年) イギリス聖公会の伝道師ワレン師 (Charles
Fredrick Warren) が, 大阪川口の ｢外国人居留地｣ (現在
の大阪市西区川口町) の聖三一教会の一室に, わずか11名
の小さな男子校 (三一小学校) を設立したことからはじま
る｡ 学校法人桃山学院は今年で創立132周年を迎え, 大学,
高校, 中学合わせて約9500名の学院に発展してきた｡ 桃山
学院大学の開学は, 1959年 (昭和34年) のことである｡ 当
初, 経済学部経済学科のみの単科大学から始まり, 現在,
５学部６学科, ４大学院研究科, 学生数約7000名を擁する
社会科学系の総合大学として発展してきた｡ 今年で大学開学57周年を迎える｡
桃山学院大学の大きな特色の一つは, この規模の大学としては, 日本でも１, ２位を争う
ほどに国際交流が盛んなことである｡ 現在, 24か国56の大学と協定を結び, 毎年300名近く
の留学生が, アジアをはじめ世界各国から来校し学んでいる｡ 留学生は, 正規の授業や課外
活動の他に, 本学学生が１対１でサポートするバディー制度や, 留学生が住むマンションに
一緒に居住し彼らの生活全般を支援するレジデント・アシスタント制度を通じて, 本学学生
との交流を深めている｡ また, 本学からも, 啓明大学校, 梨花女子大学校, ウィーン大学を
はじめ, 毎年, 二百数十名が海外の大学で学んでいる｡ さらに, インド, インドネシア, モ
ンゴルで国際ボランティア活動にも参加している｡ こうした海外での学びやサービス・ラー
ニングの経験は, 学生の成長を促すよいきっかけとなっている｡
本学の国際交流は, 1980年４月にカリフォルニア州立大学サクラメント校と学生・教員の
交換交流協定を締結したことから始まるのであるが, 同年には, 啓明大学校と桃山学院大学
との間で, ｢韓国歴史文化セミナー｣ (引率団長・徐龍達経営学部教授) が開始されている｡
その内容は, 日本の古代史と関係の深い韓国の歴史と文化を韓国の地で学ぶとともに, 本学
と韓国との学生の交流を通じて, 国際的相互理解を深めることを意図するものであった｡ 当
時の日韓関係の状況の中では, 画期的な試みである｡ また, 交流に先立つ1979年11月には啓
明大学校の企画室長が, 12月には学長が本学に来校されている｡ この ｢韓国歴史文化セミナー｣
こそが, 啓明大学校と桃山学院大学との国際交流の実質的な出発点となった｡ 1981年12月に
は, 両校の間で ｢学術, 教育, 文化交流協定｣ が締結された｡ 日韓大学間交流の中で, 桃山
学院大学と啓明大学校との交流は, 今日に至るまでの長きにわたり継続しているのみならず,
その内容も包括的で密度の濃いものの例として挙げられる｡ おそらくこのようなケースは,
日韓だけではなく, 世界的視野でみても稀で, 誇りにしてもよいと考えている｡ この啓明大
学校との大学間交流こそ, 本学における国際交流発展の基礎となり, 典型となってきた｡
その内容は, 以下のように多方面にわたるとともに, 包括的である｡
(1) 研究交流
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・学術セミナーは1982年７月第１回共同研究会以来, 両大学で交互に開催され, 2015年に
は36回を数え (第７回以降国際学術セミナーと改称), 発表者は延べ桃山学院大学75名, 啓
明大学校74名に達する (1982－2015)｡ 第１回から第５回までは ｢日韓企業経営の比較｣ と
いう統一テーマで, 第６回以降は ｢日韓経済比較｣ をテーマに進められ, タイムリーなテー
マ設定で運営がなされている｡
・交換研究員 (1992－) 教員の短期研修に宿舎と研究費を支弁し, 短期の調査, 研究, 研究
交流に便宜を図る (交換研究員として相互に派遣, 受け入れを行う)｡
(2) 学生交流
・韓国歴史文化セミナー 韓国の歴史と文化を現地で学ぶとともに, 本学学生と韓国の学
生との交流を通じて国際理解を深める｡ (交流協定締結前1980年から行われた)｡
・韓国語研修 集中的に韓国語, 韓国の文化, 歴史を学ぶ｡
・交換留学生 授業を履修し単位を修得する｡ 留学期間中 (原則１年間) の便宜を図るた
めに生活, 学習費を支弁する (学部および大学院学生に適用)｡ 啓明大学校との間のこの経
験が, その後, 本学が広くアジアおよび欧米の諸大学との交換留学制度を活発化するにあたっ
て大きく役立っている｡
(3) 職員交流
啓明大学校の幹部職員研修を桃山学院大学で行う (啓明大学校では教員が幹部職員をおお
むね兼務する)｡ 幹部職員がグループで来学して, 図書, 教務, 経理などの研修を行う｡
(4) 図書資料
桃山学院大学総合研究所は, 日韓比較研究をサポートするために, 韓国の基礎的統計資料
(主として社会科学) を集中的に収集した｡ 経営学部大学院設置 (環太平洋圏経営研究コー
スを含む, 1994年) に関わる購入資料を加え, 図書館に配置し, 韓国研究, 日韓比較研究に
役立てている｡
なお, 桃山学院大学の教員有志 (世話役代表・徐龍達経営学部教授－現名誉教授) によっ
て, 啓明大学校中央図書館に15,533余冊寄贈し, ｢桃山学院大学文庫｣ と名づけられ, 近隣
の大学にも利用の便宜が図られていると伺っている｡
このように桃山学院大学と啓明大学校との交流は, 長きにわたり継続しているのみならず,
世界的視野でみても稀で, 多面的かつ包括的で密度の濃いものであり, 本学の国際交流の礎
を築いたのである｡ その交流の当初から関わり, 今日まで交流の継続, 進展を見守り, 着実
な展開をサポートしてこられたのが申一熙総長であった｡ 申一熙総長は, 啓明大学校躍進の
功労者として, また内外でご活躍の功績は計り知れない｡ 桃山学院大学と啓明大学校が交流
協定を締結した1981年当時, 啓明大学校は, 文科, 外国学, 経商, 理工, 芸術, 医科および
２部 (夜間) の８学科, 学生数約12000名の大学校であったが, 今や19学部, ５系列大学院,
学生数約26000名, 韓国で押すに押されぬ有数のグローバル大学に発展している｡ 今なお啓
明大学校と桃山学院大学が国際交流を続けることができるのも, 申一熙総長の存在なくして
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は語れない｡ 桃山学院大学は, 申総長の貢献に感謝し, 2002年に名誉博士学位 (第１号) を
授与しているが, 改めて申総長に深く感謝の意を表したい｡
今や世界は, 国境の中に閉じこもって国民生活を完結することは不可能な時代に入ってい
る｡ 経済・金融問題, 環境問題, 安全保障にかかわる問題, 教育問題, どの問題をとってみ
ても, 国境を越えて国家間が互いに協力して対処することが求められている｡ そのような状
況の中で, 国際協力の基礎となる大学間の交流は, 国家間の相互理解の進展に不可欠な役割
を果たすと言える｡ 今後, 啓明大学校と桃山学院大学との交流はますます意義深いものとな
る｡ 両大学の交流の深化, さらには韓国と日本の協力関係の進展のためにも申総長の存在に
は大きなものがある｡ 申一熙先生の多大なる功績を称えると共に, 今後益々のご活躍とご健
勝を心より祈念したい｡
(2016年２月25日記す)
[４] 徐 龍達 名誉教授の所見
啓明大・申一熙総長の大学教授在任50周年を祝して
啓明大学校前特任教授・名誉法学博士
在日韓朝鮮大学人協会会長 徐 龍 達
韓国啓明大学校・申一熙 (シン・イルヒ) 総長の大学教
授生活50周年を心よりお祝い申し上げます｡ とりわけ私立
大学校の国際的競争激甚の昨今, 啓明大学校のグローバル
な発展には目を見張るものがあります｡ その原動力となっ
た多くの有能な啓明大学校教職員を統括している申総長の
力量に, 私は深甚なる敬意を表すものであります｡
申総長と筆者徐龍達の出会いは, 1981年12月14日に調印
された ｢啓明大学校・桃山学院大学学術・教育・文化交流
協定書｣ に関連しています｡ すでに, ｢姉妹結縁｣ 協定書
による交流は, 事前に同年11月28日付けで, 韓国政府文教部による承認を得ており, 啓明大
学校は, 同年12月14日, 桃山学院大学において ｢申一熙総長の命により｣, 金栄泰 (キム・
ヨンテ) 教授兼企画室長が (代理) 署名し, 村田恭雄桃山学院大学長が署名捺印して, これ
が事実上の協定, 文書として取り扱われました｡ (一部で報道されている1982年３月調印説
は, その正式な文書が両大学にはないので正しくありません)｡
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[付記]
本稿および次に掲載される徐龍達名誉教授稿は, 次の著書からの転載である｡
申一熙教育回年記念事業委員会 (委員長・李重熙副総長) 編 『行素 (ヘンソ)・申一熙博士教育回年
50周年記念図書』, 啓明大学校出版部2016年７月刊, 総672頁｡
なお当日の調印式には, 啓明大学校側から金栄泰代表のほかに, 金淇 (キム・ヨンギ)
貿易大学院長, 李圭夏 (イ・キュハ) 社会科学大学長, 李賢起 (イ・ヒョンギ) 日本文化研
究所長の４名が出席し, 徐龍達桃山学院大学教授が司会をつとめました｡
以来, 両大学の教職員による学術文化交流は, 韓・日学生の交流も含めて35年の長期にわ
たり輝かしい実績をあげました｡ その間, 申総長は両大学の模範的な交流のために, 陰に陽
に絶大なご尽力を賜りましたので, その功績に対し, 桃山学院大学は早くも2002年に ｢名誉
博士第１号｣ を謹呈いたしました｡
以上の史実を後世に残そうという徐龍達教授の構想に賛同された伊代田光彦名誉教授と共
に, 両人は数年前から ｢韓・日学術・教育・文化交流35年史｣ (仮称) の資料蒐集と編集に
着手いたしました｡ その最初のレポートは近く 『桃山学院大学総合研究所紀要』 第42巻第１
号に掲載される予定であります｡
なお, 上記の歴史的な調印に至る経緯について, 若干の補足をお赦しください｡ 桃山学院
大学と啓明大学校との公式交流は, 1980年８月26日から, ９月３日に至る９日間の ｢第１回
桃山学院大学韓国歴史文化セミナー｣ (徐龍達教授引率団長, 18人) に始まりました｡ 韓・
日間の大学交流は, 一般に1988年のソウル・オリンピック以降に始まりましたので, 両大学
の交流は約10年早く, それは申一熙総長と村田恭雄学長の英断によるものと称賛されていま
す｡
しかし, その先駆的な交流としては, 徐龍達セミナー学生団による訪韓を記録にとどめる
べきではないかと思いました｡ その訪韓は, 1968年３月24日から４月３日までの11日間, 下
関～釜山経由で実施されました｡ 釜山大学校, 高麗大学校, 聖公会信者学生たちとの交流を
はじめ, ソウルの東洋テレビ社のマスコミセンター見学は, ｢日本桃山学院大学学生団｣ と
して, 当時の白黒テレビで放映されました｡ 当時の韓日関係も最悪で, ｢韓日会談反対運動｣
の余燼いまだ冷めやらぬ頃でありました｡ 日本ではベトナム反戦, 大学紛争の最中でしたの
で, かえって訪韓の価値が評価されました｡ それ以来, 毎年のように徐ゼミの訪韓交流を西
江大学校, 慶熙大学校を中心に, 最終的には, 金炳夏 (キム・ビョンハ) 教授の働きもあっ
て啓明大学校との交流が実現したのです｡
暦年的に見れば, 1979年６月, 徐龍達教授による啓明大学校単独訪問・交流への打診｡ 同
年11月, 鄭基淑 (チョン・キスク) 教授兼企画室長と金思 (キム・サヨプ) 大阪外国語大
学教授 (申総長の親族) の桃山学院大学訪問｡ 同年12月, 申泰植 (シン・テシク) 前総長の
桃山学院大学訪問による事前協議｡ 1980年３月, 村田恭雄学長, 品川実男教育後援会会長,
鄭早苗 (チョン・ジョミヨ) 講師の啓明大学校訪問｡ 1980年８月, ｢第１回桃山学院大学韓
国歴史文化セミナー｣｡ 1981年２月, 啓明大学校からの研修団13名が桃山学院大学へ｡ 同年
７月 ｢第２回桃山学院大学韓国歴史文化セミナー｣ (徐龍達引率団長13名)｡ 同年10月, 徐龍
達教授を団長とする桃山学院大学教授会調査団７名が啓明大学校訪問 (桃大連合教授会で報
告をし交流を決定)｡ 1981年12月14日, 交流調印式へ啓明大学校より４名来校｡ 1982年７月,
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啓明大学校より桃山学院大学へ研修団17名, 以下省略｡ 学術研究交流は1982年桃山大学長一
行の啓明大学校礼訪, 同年７月より開始｡
以上の教員研究交流, 学生交流, あるいは職員幹部の研修交流は, 日本・韓国の大学国際
交流の模範的な実績を積み重ねることになりました｡ 図書資料の整備とともに, 徐龍達教授
が中心となって始められた啓明大学校中央図書館への約１万６千冊に及ぶ ｢桃山学院大学文
庫｣ の設置は, 韓日学術交流の素晴らしい ｢助っ人｣ となりました｡ 交流全般にわたる申一
熙総長の心配りに熱意のほとばしりを痛感することも, しばしばで, その鴻恩に感謝するば
かりであります｡
最後に両大学, 交流の窓口に, 啓明大では産業経営研究所が, また桃山学院大学では総合
研究所が尽力し, 多くの研究実績が残されました｡ 最近その一つの, 産業経営研究所が廃止
されて経営大学所管になったという話もお聞きしました｡ たとえば, 経営学以外の, 経済,
法学, 社会学, 文学などの分野との交流が, これまでのように持続的に可能なのか, 多少は
後退するのではないかと憂うるのであります｡ これまでの申一熙総長の果たされた素晴しい
実績を, より一層発展させるために, 例えば, 韓・日以外のアジア各国もふくめた国際的規
模でのプランまでも視野に収めてくだされば幸いに存じます｡ 重ねて申一熙総長のこれまで
のご功績を称えつつ, 今後の10年, 20年の御健闘のほどお祈り申し上げます｡
(2016年新春に記す)
[５] 啓明・桃山両大学間の名誉博士号授与
(１) 啓明大学校 申一熙総長に桃大名誉博士第１号授与
桃大名誉博士第２号は 金淇元経営大学長に授与
桃山学院大学では, 2002年４月３日大学チャペルにおいて, 申一熙 (シン・イルヒ) 啓明
大学校総長に対して ｢名誉博士｣ 第１号を授与した｡ 桃大ではそれまで名誉博士授与の規程
が未整備であったが, 関係者の努力が実った ｢桃山学院大学名誉学位規定｣ が出来てからも,
その運用について逡巡する傾向にあった｡ そこで徐龍達 (ソ・ヨンダル) 教授が他の有力教
授６名の賛同署名を得て, ｢韓国・啓明大学校の申一熙総長を名誉博士号授与の対象者とし
て推薦する件｣ の要請文を, 2001年７月13日付で桃大に提出した｡ その要旨は３点にまとめ
られている, すなわち
① ｢韓国歴史文化セミナー｣ による学生交流に始まり, 両大学の姉妹締結以来二十余年
にわたる学術交流の実績は, 日韓文化交流の模範的なケースとして自他共に認められ,
桃山大の学問・文化の発展に大きく貢献したこと｡
② これまでの両大学学生交流や学術セミナーの開催に際して, 申一熙総長が事実上のリー
ダーとして, 好意ある推進役を自ら実践されたことは, 名誉博士号の対象者としてま
ことにふさわしい実績があると認められたこと｡
③ かなり以前に, 啓明大学校の申一熙総長から桃山学院大学の学長二人に名誉博士号を
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授与していること｡ それゆえ, 国際交流と国際信義などの点からも, 申一熙総長が名
誉博士第１号授与の対象者として十分であると思慮されること｡
2002年４月の授与は, この要請文書が提出されてから８カ月以上要したことになる｡ 啓明
大学校からは前記のように, すでに二人の桃山大学長が名誉博士を授与されているにもかか
わらず, 申総長の審査に８か月を要したということは道理に反し, 国際信義にもとる大変失
礼なことではあるまいか｡
続いて, 桃山大名誉博士学位第２号の申請は, 交流の当初から功績の大きい金淇元経営
大学長の推薦である｡ 金教授の業績をたたえる要請文 ｢韓国啓明大学校元経営大学長金淇
教授を“桃山学院大学名誉博士”(第２号) 候補者として推薦する要請｣ を作成し, 桃大有
力教授20名の賛同署名を得て, 2002年６月21日付で桃大に提出した｡ その第１, 第２項は功
績の事実を述べ, 第３項において,
｢金教授はすでに八十路の老齢の身であるため, 早急な措置が要望されます｡ 可能であ
れば, 2002年11月開催の桃大における国際学術セミナー20周年記念大会の席上で授与が
実現されうれば, 私たち推薦人一同望外の幸いとする所以であります｣
と要望した｡ この早期授与は実現せず, その後, 桃大から何の連絡もないうちに金教授の入
院治療を知って, 徐教授が桃大へ文書で督促したが反応はなかった｡ 金教授は惜しまれて
2003年12月に逝去された｡ 徐教授からの強い要請文が続いて, 桃大の名誉博士授与の件は
2004年１月14日に決定され, 実に１年８か月も要したあげく, ご遺族に伝達されたのである｡
ここに先進的と思われた桃山学院大学の体質が明らかになった｡ 筆者が40年も勤務した大
学の運営の拙劣さを知り, その標榜するキリスト教精神, ｢世界の市民｣ への道を説く国際
性と, 他者への ｢愛の精神｣ に反する桃山学院大学の問題性をここに指摘せざるをえないの
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学位記授与への謝辞を述べる申一熙総長
(桃山大チャペルにて)
申総長から授与された学位記と両人
(啓明大アダムス・チャペルにて)
はまことに痛恨の極みである｡ なお金淇元教授の肖像については交流史Ⅱ (138頁) を参
照されたい｡ (『民団新聞』 ｢啓明大元教授に名誉博士号授与, 韓日学術交流への貢献評価｣,
2004年３月17日付参照｡)
(２) 啓明大から徐龍達教授に名誉法学博士号授与
ひるがえって, 2016年２月16日, 啓明大学校アダムス・チャペルでは, チョン・スンモ理
事長はじめ大学重鎮, 各界の来賓数百人出席の学位授与式典で, 徐龍達桃山学院大学名誉教
授が申一熙啓明大学校総長から ｢名誉法学博士｣ 号が授与された｡ 当日は前韓国外交部長官・
柳明桓 (ユ・ミョンハン) 世宗大学校理事長が特に祝辞文を寄せられ, 韓日協力委員会副会
長・呉在熙 (オ・ジェヒ) 元駐日本大韓民国特命全権大使がソウルから大邱へかけつけ, 心
温かい祝辞を述べられた｡ 徐教授への名誉法学博士号授与の理由を, 申総長からの ｢学位記｣
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を紹介することで説明に代えることにしよう｡
２. 教授の回顧談, 学生の留学記, 記念行事など
[１] 桃山大学教授の回顧談
啓明大学校との学術交流から ｢民際交流｣ へ
桃山学院大学特任教授 (元総合研究所所長)
京都府議会議員 岸本喜樹朗 (裕一)
岸本が桃山学院大学に赴任したのは, 1981年なので, ちょ
うど両校の交流が盛んになっていく時期と重なる｡ 本来,
国際指向である岸本は, この交流に大いに関心を持ち, ま
た, 再三にわたり, 研究発表をすることになっていった｡
また, 1992年から始まった両大学の ｢短期交換研究員｣ 制
度を利用して, 岸本は, 1993年, 1996年, 2000年, 2006年
の４回も訪韓し, 桃山学院大学側からの最多研究員の一人
となった｡
研究発表の後に行われる各地の視察も, 岸本の見聞を広
め, 教養を深めることができ, ありがたいものである｡ お
かげで, 新羅の古都・慶州や, 百済の古都・扶余をはじめ, 各地の産業, 遺跡について学べ
た｡
2015年４月から京都府議会議員になってからは, 日韓交流のさまざまな行事に参画するこ
とになり, 大学間の交流実績と私の経験が非常に役立ったのである｡ 日韓文化交流の集いで
は, 徐龍達名誉教授と出会うこともあった｡ 今では, 韓国で行ったことのない地域は, 済州
島だけとなっている｡ ｢最終｣ に残ったのは, ｢済州｣ 島 (笑) で, 今では, いわゆる ｢知韓
派｣ の日本人を自任している次第である｡
やはり, 100％の貢献ができたと思えるのは, 総合研究所長時代 (2006.4～2010.3) の４
年間であっただろう｡ これまでの伝統を礎として, より一層広範なアジアの国々と地域の大
学が, 交流に参加できる研究イベントを企画, 実施していってほしい｡ 言い換えれば, 本学
の国際交流事業が, 啓明大学校と同じように, さらにいっそう重層的に発展していくように
するための方策を学ぼうと思いつつ｡ この両大学の取り組みの歴史と実績を踏まえて, 本学
の更なる国際学術交流の進展を図っていけたらと痛感している｡
[２] 学生の留学記
[留学記 １] (啓明大学校への1996年度派遣交換留学生)
“在日韓国人”として (の留学) 95G 高 敬一 (コ・キョンイル)
桃山学院大学総合研究所紀要 第43巻第１号298
韓国は私の故郷である｡ しかし正直言って少しもそのよ
うに感じない｡ 私は在日韓国人３世で, 韓国には今回で３
度目である｡ 前回は短期の旅行だったので, 長く滞在する
のは今回が初めてだ｡ 韓国に来て初めに感じたことは, 私
は韓国人ではなく在日韓国人なんだ, ということである｡
言葉・考え方・生活習慣の違いを感じるたびにそう思う｡
また, 韓国人独特の ｢ウリ (私たち) 意識｣ から疎外感を
感じることもあった｡ しかし幸運にも, 私が出会った人た
ちは誰も温かかった｡ 日本で生まれ育った人には少し理解
しがたいかもしれないが, 人と人との距離が非常に近いの
である｡ 人間関係が非常に親密なのである｡ 在日韓国人に
対する偏見があるとは聞いていたが, むしろ同胞ということで, 本当に親切に接してくれる
人が多かった｡
今年から啓明大学校には, 様々な国から多くの交換学生が来て, 友人になることができた｡
その中に在米韓国人の女子学生がいた｡ 彼女は私が日本国籍ではなく, 韓国籍であることに
非常に驚き, 反対に私は彼女が幼い時, アジア人であるからと虐められたことに同情した｡
また彼女にも私のように, 韓国の名前とアメリカの名前をもつことに共感した｡ 私は韓国以
外の国に住む韓国人にとても興味を持ち, もっと話をしたかったが, 私の英語力不足で満足
に話せなかった｡ まさか韓国に来て英語の重要性を感じるとは思わなかった (笑)｡
大学院の授業で, 高校で日本語を教えている先生に出会い, 一緒に, その高校を訪れたこ
とがあった｡ 韓国の高校では, 英語以外の他の外国語を第2外国語として学んでいるが, そ
の科目は大学入試科目とはならない｡ そのためか, 私が日本語の授業に参加した時, 皆が本
当に楽しく勉強しているのがとても印象的であった｡ 日本語を学ぶことは韓国人にとって,
とても重々しいことなのでは, と思っていたがそうではなく, 最近の若者たちは, そのよう
には考えていないようだ｡ 実際, 韓国では英語の次に日本語を学ぶ人が多いようだ｡ しかし
ある人は, 韓国が日本に経済的にも国家的にも勝てるようになるために日本語を勉強してい
ると言っていた｡ 考えさせられる言葉である｡
今年は特に独島 (竹島) 問題や, ワールドカップ開催誘致問題で対日感情が盛り上がって
いた｡ 町を歩くと ｢独島は我々の島｣ という垂れ幕が掲げられ, ワールドカップ誘致では国
民一体となって韓国単独開催を期待し, 予想に反して ｢韓・日共同開催｣ に決まると落胆し
ていた｡ これらを見て私は, 日本に対する韓国人の複雑な感情を感じた｡ 私は個人的には共
同開催決定に大賛成である｡ そこから多くの問題が生じるであろうが, 韓・日がお互いに協
力して何かを達成することに意義があり, 両国間の理解を深めることができると考えるから
だ｡ また韓・日間で歴史の共同研究を行い, 共通の教科書をつくるという動きもある｡ 問題
は多いが, 韓・日関係は決して暗くはないと思う｡
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独立記念館 不屈の韓国人像
以上のように啓明大学校での留学で, 私は自分は韓国人だけど韓国人ではない, といって
日本人でもない, という立場を感じた｡ しかしこういった立場だからこそ, 両国の間に立つ
ことができると感じた｡ 今後, 私自身の研究を進めて, 少しでも韓国, 日本, そして朝鮮
(北) までも含む３国が, 普通の隣人として付き合っていけることに貢献していきたい｡
最後に, 今回の留学ではさまざまな人にお世話になった｡ 留学の機会を与えてくださった
桃山学院大学の先生方, 留学を承諾してくれた両親, いろいろと面倒を見てくださった啓明
大学校の先生方, そして多くの友人たちにお礼を申しあげたい｡
(桃山学院大学国際センター 『おもろいぞ ちきゅう』 [1996] より)
[留学記 ２] (啓明大学校への2000年度派遣交換留学生)
おもいっきり 韓国生活！ 97E 手塚 和世
私の楽しい留学生活があっという間に過ぎようとしてい
る｡ 今でもう８か月, ここでの生活は休みがないほど, 次々
と様々なことやいろんな人に出会わせてくれる｡ 留学前に,
韓国へ行ったら, とにかく何でもやってみようと心に決め,
意欲的に過ごして来たおかげか, 友達もたくさんでき毎日
が本当に充実している｡ 日本で風邪を引くことさえ珍しかっ
た私が, あまりの忙しさに体調を崩すこともしばしばだ｡
昨日も ｢日語日文学科｣ のセミナーに参加し, 帰ってきた
ばかりなのだが, みな朝まで酒を飲み, さらに朝食までも,
きちんと食べるという元気さであった｡ 韓国の人はお酒に
とても強い人が多く, しかも焼酎を生で飲むのが通例なの
で, 調子に乗って同じペースで飲むと大変なことになる｡
ある日, 寮の友達の部屋で飲みながら朝まで話をしていて, 気付いたら３人でビール３本,
ワイン１本, 日本酒 (日本から友人が送ってくれた) 半升があいていた｡ オソロシ～～～｡
また, 皆本当によく食べる｡ ｢パンモゴッソ？ (ごはん食べた？)｣ というのがここでの挨
拶だと言っても過言ではない｡ 学校でもどこでも時間に関係なく, ｢パンモゴッソ？｣ ｢モゴッ
ソ！ (食べたよ)｣ という会話が聞かれる (実際, 昔ご飯を食べるのも苦しい貧しい時代に,
相手に気づかって始まった挨拶であるそうだ)｡ そして韓国は噂とおり辛い料理が多いが,
幸い私は辛いもの好きなので, 毎食かならず出るキムチもおいしくいただいている｡ 焼肉も
安くておいしく, 日本で焼肉嫌いだった私が, ここではよく食べるようになった｡
勉強の方はと言うと, ソウルでの夏休み語学研修がとても役に立った｡ 啓明大学校には
日本語学科, 日語日文学科があり, また日本語は就職に際しても, 英語に続く有力な言語で
あるため, 日本語を話せる人が多い｡ １学期は日本語ができる友達にかなり助けてもらい,
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済州島のトルハルバン
また英語を交えての会話がほとんどだった｡ しかし, 夏休みを終え大学に戻ってみると, バ
スの中での世間話まで耳に入ってくるようになっていた｡ また, 一般学生と一緒に授業を聞
くのが楽しくなった｡ そして, たまに道を尋ねられた時, きちんと説明できると本当にうれ
しい｡ しかし, 深い話となると言いたい事をすべて伝えるのが難しく, もどかしい思いをす
る｡ 満足するには程遠い｡
ある日, 私がベンチでアイスクリームを食べていると, 少しお酒に酔ったおじさんが話し
掛けてきた｡ そのうち, 私が日本人だとわかると, 植民地時代の話を始めた｡ その頃, 日本
語を強制されたためか, 私に向かって, 今度はあなたが韓国語を使わねばならないといい始
めた｡ 私の知識と韓国語の能力ではどう答えたらいいのかわからず困っていると, しまいに
興奮して, ｢韓国語でハラボジと呼びなさい！｣ と……｡ 私は何度もハラボジと呼び, 幸い
近くの店の人がなだめてくれて落ち着いた｡ 韓国で生活して, 反日感情もだんだん和らいで
いるように感じる一方, 日本に対する根本的な嫌悪感は消えていないんだなあと, 改めて感
じた｡
しかし, 私が韓国に交換留学生として勉強しにきたというだけで, みんなは予想以上に喜
んでくれ, 日本に関心を持ってくれる｡ すぐに ｢アニョンハセヨ｣ は, 日本語で何を意味す
るのかと聞いてくる｡ 日本でも, 韓国人や他の国の人々と出会う機会があれば, もっと理解
を深められるのになあと思う｡ 関心のある人はもちろん, 日本でボーッと過ごしている人も
是非一度, 韓国に来て韓国を肌で感じてほしい｡ １年でも３年分ぐらいの経験ができるはず
だから｡
国際センターメモ：手塚さんは, ｢2000東亜慶州オープンマラソン, フルコースマラソ
ン｣ の女子の部に参加し, 見事, ３位に入賞｡ 手塚さん入賞の記事が地元新聞に掲載さ
れ, 啓明大学校でも評判になっています｡ 手塚さんは, ３月に本学を卒業し, 啓明大学
校の大学院に進学することが決まりました｡ ｢おめでとうございます｡｣
(桃山学院大学国際センター 『おもろいぞ 地球』 [2000] より)
[留学記 ３] (啓明大学校からの1994年度受入れ交換留学生)
母国語を大事に (しよう) 94X 金 徳淇 (キム・トッキ)
｢光陰矢のごとし｣｡ 来日したのが昨日のように記憶に生々しいのです｡ 何が何だかさっ
ぱりわからない戸惑いの中で, 時は過ぎ去り, もう日本での生活は８か月を迎えようとして
います｡ 色々な出来事がありましたが, そのすべてが私の人生の大事な思い出の一ページを
飾り, 永遠に生きているのです｡
その間, 大変お世話になりました｡ ふがいない私に, 多大なお気遣いをしてくださり, こ
の場を借りて心からお礼を申します｡
さて, わずかな期間中に私の感じた ｢英語による日本語への取り込み｣ について簡単に述
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べてみようと思います｡
実際, 日常生活の会話の中で, 英語の占める割合はますます大きくなりつつあります｡ 勿
論, スポーツ用語, 専門分野の特殊な用語や外国の商品名等は, 物の考案者, 発明・発見し
た国への敬意の意味で, そのまま取り入れ使用しても差支えないと思います｡ ところが, 要
らぬところまで英語を導入するのは望ましくないことと思います｡ Weekend (ウイークエン
ド), reform (リフォーム), report (レポート), special (スペシャル) 等々には, それ相応
のすばらしい日本語が存在しているのに, 敢えて英語を好んで使用する理由は何なのでしょ
うか｡ 多分, アメリカへの憧憬と, 劣等感による英語の美化に起因するのではないかという
気がします｡
敗戦直後, 焼け野原や瓦礫の山に晒された日本において, 真っ先に解決すべきことは, 政
治的安定と経済的な貧困からの脱出でした｡ これらの問題を逸早く乗り越えるため, 戦勝国
の制度, 技術, 物資等を導入せざるを得なかったのです｡ どんどん外国の物が国内に流入し,
いつの間にか, 国民の間では先進国の物をよき物と見たて, 憧れ始めた｡ と同時に, 劣等感
が生起しはじめたのではないかと思います｡ つまるところ, 物の移動は単なる物だけの移動
を意味しない｡ そのものに含まれているその国の言語, 思想, 生活様式まで伴っての移動な
のです｡ このごろ, 日本市場の商品の宣伝文句を見ると, 日本語より英語の使用度が高いこ
とがわかるだろうと思います｡ これは日本人の精神の底には, 母国語より英語の方が優雅に
見え, よく聞こえるということを端的に示しており, 企業側は売り上げを伸ばすため, その
辺りを巧みに利用しているのではないかと思えます｡
また, このような英語の使い過ぎは, ｢国際化｣ の名の下で正当化される傾向があるよう
です｡ ある中学校の国語の先生との会話を引用したいと思います｡ 何人かの友人と焼肉屋で
食事をした時のことです｡ 偶然, 隣の席でお酒を飲んでいた先生方と話しをするようになり
ました｡ 中には領事館で外国人に日本語を教えられた経験のある国語の先生がおられ, ｢な
ぜ, 日本語に英語を取り入れて使うのですか｣ と尋ねると, ｢国際化時代だから, いいんじゃ
ないか｣ という答えが返ってきました｡ 一瞬にして, 私はがっかりしてしまいました｡ 国際
化時代だからといって, 母国語を使って然るべき場に外国語を使うというのは, 母国語の乱
れと国民意識の欠如の問題にもつながることだと思います｡
このような現象は, 日本でだけの特徴ではありません｡ 韓国でも自分を上品に, かつ教養
のある人のように見せかけるため, 外国語を見境なく使うことをたびたび見かけるのです｡
度を越すと, ある国のように, 母国語の喪失ということを招くおそれがあります｡ もっと母
国語への愛着心を持ち, 外国語と母国語を使う場をきちんと区別をつけたほうがよいと思い
ます｡
(桃山学院大学国際センター 『おもろいぞ！地球』 [1994] より)
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[３] セミナー行事の簡単な紹介と記念写真など
(１) 第１回 桃山学院大学・啓明大学校共同研究会
第１回両大学の共同研究会は, 1982年７月23日, 桃山学院大学において沖浦和光学長, 啓
明大学校日本文化研究所長李賢起 (イ・ヒョンギ) 教授の出席のもと, 金淇 (キム・ヨン
ギ) 教授が ｢韓日経営比較研究の比較経営学的方法｣ について, また鄭基淑 (チョン・キス
ク) 教授が ｢韓日会計公示制度の比較｣ について発表された｡
(２) 交流10周年第12回国際学術セミナー (於・啓明大学校)
啓明大・桃山大の学術交流協定10周年を祝う記念式典は, 1991年11月26日, 韓国大邱市の
啓明大学校大明キャンパスで開催された｡ この日, 記念講演として元韓国国務総理趙 淳
(チョ・スン) 氏と, 駐韓ソ連大使 (氏名不詳) が招請された｡ 桃山大からは山崎春成学長
が来賓として招待され, 研究発表は当日午後と翌日にわたり, 桃山大からは井上義祐教授,
赤瀬雅子教授, 鈴木博信教授の３名が発表した｡ 啓明大からは, 朴 祐龍 (パク・ウヨン)
教授, 柳建佑 (ユ・コンウ) 副教授の２名が発表した｡ 各報告のテーマは本 ｢交流史 (Ⅰ)｣
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(交流協定調印のマスコミの報道,
『読売新聞』 ｢韓国の大学と姉妹提携
へ｣ [｢人・人抄｣ 欄], 1981年12月
15日付｡ 『共同新聞』 ｢韓国啓明大と
交流協定を締結・調印, 桃山学院大
が相互訪問｣, 1981年12月15日付｡
『東和新聞』 ｢桃山大・啓明大, 姉妹
校協定を締結, 学術・教育・文化交
流へ｣, 1981年12月17日付｡ 『毎日新
聞』 ｢近畿おーらい｣ 欄の記事,
1981年12月20日付｡)
左から李賢起啓大日本文化研究所長, 鄭基淑啓大経営大学教授, 金淇
啓大経営大学教授｡ (桃山学院大学にて)
200頁参照 (以上の内容は, 啓明大産業経営研究所長呉世昌 (オ・セチャン) 所長から, 桃
山大総合研究所の熊谷次郎所長あての書信による)｡
(３) 交流第20回国際学術セミナー (於・啓明大学校)
第20回のセミナーは, 啓明大学校において, 1999年11月９, 10日, 駐大韓民国日本国公使
の中根猛氏, 桃山学院大学学長の稲別正晴氏らを来賓に迎えて盛大に開催された｡ 中根公使,
稲別学長らの祝辞に続いて, 徐龍達桃山学院大学教授の記念講演, ｢在日韓朝鮮人の地方参
政権―定住外国人の市民的権利の獲得｣ のあと, 桃山大から種田明教授, 津田直則教授, 竹
原憲雄教授の３人が報告, また啓明大から金元基 (キム・ウォンギ) 教授, 崔晩基 (チェ・
マンギ) 教授２人が報告された｡ (テーマは ｢交流史 (Ⅰ)｣ 201頁を参照)｡ (『民団新聞』 の
｢セミナー通じ友好深める, 大学交流で20回も｣, 1999年11月24日付｡)
(４) セミナー20周年第23回国際学術セミナー (於・桃山学院大学)
―20周年記念式典―
桃山学院大学総合研究所所長 津田 和夫
2002年度の第23回セミナーは, 本セミナーが誕生した1982年 (於, 本学) から数えて20年
目を迎えることとなり, それを記念して ｢20周年記念式典｣ が桃山学院大学チャペル (聖救
主礼拝堂) にてとり行われた｡
2002年11月12日, 磯晴久チャプレンの司式, 津田和夫総合研究所所長の司会, 全在紋 (チョ
ン・ジェムン) 経営学部教授通訳のもと, まず, 桃山学院大学学長村田晴夫並びに啓明大学
校副総長金正煥 (キム・ジョンファン) より式辞が述べられた｡ 次いで, 来賓駐大阪大韓民
国総領事館領事・教育官金明奎 (キム・ミョンギュ), 並びに桃山学院院長高野晃一より祝
辞を頂いた｡ そのあと, この記念すべき歴史を証するため日韓両国語で書かれた記念証書が,
村田学長と金副総長より署名され, 交換された｡
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桃山大一行を釜山の国際空港に出迎えた趙峰震産業経営
研究所長 (右端)｡
啓明大総長室での桃山大稲別正晴学長 (右), 中根猛駐
大韓民国日本大使館公使 (中), および徐龍達桃山大教
授 (左)｡
記念式典はキリスト教の精神に基づいて, 祈祷, 祝等, 聖歌により, 各学部長・研究科長,
事務役職者など多くの関係者列席のもと, 厳粛にとり行われた｡ この記念すべき日に当たり,
今後とも末永く両大学の学術研究交流を通じて, セミナーの一層の内容充実と両大学のます
ますの発展に寄与すること, ならびに21世紀を展望し, 日韓両国親善のさらなる深化を図る
ことを, 参加者夫々が心に誓ったものと信じている｡
引き続き, 村田学長主催の記念昼食会が聖ペトロ館６・７会議室で催された｡ その席で,
このセミナーの誕生にいたるまで, 留学生の交流など多くの事業を通じて積極的にリーダー
シップを発揮してきた本学経営学部徐龍達 (ソ・ヨンダル) 教授の挨拶があった｡ さらに,
啓明大学校を退任され, ご高齢にも拘わらずいま悠々と研究活動を続け, またこのセミナー
の発足時には所長として参加し, その後も日韓両国語の翻訳と通訳に多大のエネルギーを注
がれてきた金淇
(キム・ヨンギ) 先
生から特別の挨拶を
頂戴した｡
そのあと, その席
で参加者全員の自己
紹介も行われ, 相互
交流を深めたのであ
る｡ 初日の夕食会は,
総合研究所主催で,
歴代の発表者たちと
多くの参加者を交え,
ビュッフェ・パーティ
が行われ, 両大学人
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前列左より５人目, 啓明大・金淇名誉教授, 一人おいて右, 桃山大・村田晴夫学長
旧交を温めた崔武振, 金淇, 呉世昌, 李炳贊元啓明大産業経営研究所長らと中田信正,
徐龍達教授 (右端)｡
の旧交を暖めた｡
(津田和夫 ｢第23回桃山学院大学・啓明大学校国際学術セミナー｣ 『総合研究所紀要』 第
28巻第３号１頁, 2003年３月より抜粋 [総合研究所所長]) [記事紹介：『民団新聞』 ｢20年の交
流今年も, 桃大・啓大80年から学術・教育で｣, 2002年11月27日付, 『東洋経済日報』 ｢桃山大でセミ
ナー｣, 2002年11月22日付｡]
(５) 第33回・30周年記念国際学術セミナー (於・桃山学院大学)
30周年記念セミナーを迎えて
桃山学院大学総合研究所長 矢根 真二
2012年11月27日 (火)・28日 (水) の両日にかけ, 第33回桃山学院大学・啓明大学校国際
学術セミナーが本学において開催されました｡ 今回のセミナーは交流開始から30年というこ
ともあり, 啓明大学校からは総長代理の朴命鎬 (パク・ミョンホ) 副総長, 崔晩基産業経営
研究所長らを始め７名が来日され, セミナー開催に先立って, 30周年記念式典が厳かに挙行
されました｡ これまでに30年という長期に亘って, 両校の国際交流に尽力してこられた多数
の方々の努力があってこそ, 今日のセミナーがあると痛感した次第です｡
(中略)
このように今回のセミナーでは, 30年を飾るにふさわしい魅力的な報告と活発な討論に満
ちた時間を共有できました｡ 約40名の参加者の中でも, 特に啓明大学校の先生方の積極的な
発言は印象的でした｡ 両日ともに司会の労をとられた中野瑞彦教授の効率的な進行がなけれ
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記念式典に参列された前列右から３人目崔晩基啓明大産業経営研究所長, 朴命鎬啓明大副総長, 明石吉三桃山大学長
(於・桃山学院大学チャペル)
ば, 時間は大幅に延長せざるを得なかったでしょう｡
おわりに, 桃山学院大学と啓明大学校との国際交流セミナーのように, 活発な議論が今後
も続くと期待すると共に, それに対応できるような運営方法の更なる改善こそ, 私たちの世
代の責務であると考えます｡
(矢根真二 ｢第33回桃山学院大学・啓明大学校国際学術セミナー｣
『総合研究所紀要』 第38巻第３号 1－2頁, 2013年３月より抜粋)
(６) 第37回国際学術セミナー・啓明大との交流35周年
昨今の日韓関係は, 政治的には
日帝時代の従軍慰安婦や独島 (竹
島) 問題から, ヘイトスピーチの
氾濫など, 懸案が山積みしている｡
ただ, 観光などによる ｢民際｣ や
学術・文化の交流などは, それな
りの進展がみられることは何より
である｡
2016年12月１日, 桃山学院大学
聖ペテロ館で, 第37回啓明大・桃
山大国際学術セミナーが開催され
た｡ 啓明大学校から李枝雨 (イ・ジウ) 経営大学長を団長とする５名の教授たちが来阪し,
そのうち２名が発表し, ２名が討論者となった｡ 桃大側からも同数の教授たちが参加し, そ
れぞれ英語による計４テーマでの
報告と討論が交わされ, 参加者や
筆者からの質疑と応答がなされて
盛会だった｡
とりわけ注目された報告は, 桃
山大国際教養学部の青野正明教授
による ｢植民地朝鮮における国家
神道の論理｣ で, 同社会学部の松
澤俊二准教授による問題討論も示
唆に富む指摘だった｡ 両大学の交
流は, 1981年締結の学術・教育・
文化交流協定に始まり, 今回が35周年を迎えたのである｡
一般に日韓の大学交流は, 1988年のソウルオリンピック後に始められたが, その先鞭をつ
けた啓明・桃山の交流継続は, 異文化との協調と相互理解に大きく役立つものと信じており,
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報告した青野正明桃山学院大学教授 (左端), 中央が徐龍達桃大名誉教
授, その右隣が李枝雨啓明大経営大学長｡
牧野丹奈子桃大学長 (左から３人目), 右へ李枝雨啓明大経営大学長,
村上あかね桃大総合研究所長｡
今後の発展が期待される｡
なお, この国際交流35周年の記事は, 『朝日新聞関西スクエアー』 No. 189, 2017年３月号
に紹介された｡ (徐龍達)
資 料
１. 桃山・啓明国際交流資料Ⅰ (はじめに, 第１章および第２章―交流史Ⅰに収載)
２. 桃山・啓明国際交流資料Ⅱ (第４章―交流史Ⅱに収載)
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付 記：本号の写真の出所について：
第５章は, 全て徐龍達名誉教授の(撮影)提供による｡
補 遺
(1) 肖像は本人提供による｡ 稲別学長については, 既存の写真により本人の了解を得て加工収載｡
学位授与式での申啓大総長 (於・チャペル) の写真は桃山学院資料室提供｡ (2) 留学記の写真は 『おも
ろいぞ 地球』 の該当文とともに収載｡ (3) 以下の記念写真は総合研究所提供 (学長室広報提供を含む)
・交流10周年記念写真 (２枚), ・セミナー20周年記念全体写真, ・セミナー30周年記念写真 (於・チャ
ペル), ・第37回セミナーにおける牧野学長を含む写真｡
以上を除く, 補遺の中の写真は, 全て徐龍達名誉教授の (撮影) 提供による｡
なお, 交流史Ⅰ (第42巻第１号) の写真について：交流協定調印式の写真 (桃山学院資料室提供) 以
外は, すべて徐龍達名誉教授提供による｡
交流史Ⅱ (第42巻第３号) の写真について：共同研究プロジェクトの写真 (於・大仙公園) は伊代田
光彦名誉教授提供｡ 金淇博士肖像および三宅亨教授の集合写真はそれぞれ該当の記事とともに収載｡
以上を除くすべての写真は徐龍達名誉教授の提供による｡
桃山学院大学の国際文化交流は, カリフォルニア州立大学サクラメ
ント校との協定に始まり, いまや世界の24カ国57大学に拡大された｡ とりわけ交流の内容が豊富で
密度の高さからいえば, 韓国の啓明大学校との交流が最高の実績を誇る｡
ここで同じ韓国の大学交流の現状を紹介しておこう｡ 桃大との協定締結大学校は, 崇実大学校,
梨花女子大学校, 啓明大学校, 東新大学校, 聖公会大学校である｡ 2016年度の桃大からの派遣留学
生は13名, 韓国からの受け入れ留学生も13名である｡ 教員の短期研修としての交換研究員は, 経営
学部の井上 敏准教授 (図書館学, 桃山学院資料室長) が５回目の研修を終了した｡
(資料提供・桃山学院大学国際センター)
ミニ・コラム (3)







 ☆☆☆韓国の大学と桃大の国際交流の近況☆☆☆
正 誤 表
交流史Ⅰ 『紀要』, 42(1)
185頁 45 行目 誤 (下線部分) 交換研究員制度 (1989年度以降→1992年に訂正)
206頁 (5) ②, 発行年 誤 (下線部分) 41(3), 179131, 2001年１月｡ (2000年に訂正)
交流史Ⅱ 『紀要』, 42(3)
140頁, 第８回 誤 (下線部分) 主催：啓明大学校経営学部 (大学に訂正)
151頁, 付表１, 桃山派遣 誤 (2009空白) (正) 2009：井上敏経営学部准教授
158頁写真キャプション 誤 (下線部分) 東西文化館の前で, 1881年→ (1981年に訂正)
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Academic, Educational and Cultural Exchange
between Japan and Korea
The Momoyama Gakuin-Keimyung University
Exchange Programme, 19812016
Written & Edited by : SUH Yong-Dal
IYODA Mitsuhiko
[Summary]
This paper deals with the history of academic, education and cultural exchange between
Momoyama Gakuin (Osaka) and Keimyung (Daegu) University (19812016). Ever since they
established their sister university relationship on 14 December 1981, the two universities
developed multi-level exchanges among academics, students and administrative staffs and have
obtained rich results. This is perhaps not only the longest but also the most worthwhile and
unique example of the sister university-exchange between Japan and Korea. We explore this
accomplishment by tracing the development of each individual exchange. The paper also includes
(1) the prehistory of exchange agreement, (2) professors’ opinions from the perspective of
Keimyung University, and (3) some views of the international exchange by important university
posts in the supplement. Finally, we have included a tentative conclusion with evaluation
comments.
[This issue covers from Chap. 5 to the end. See the previous issues, 42(1), 2016 for Preface,
Chaps. 1, 2, 3, and Resources I ; 42(3), 2017 for Chap. 4 and Resources II.]
